
初
期
外
邦
測
量
の
展
開
と
日
清
戦
争

山渡小

近辺林

久理
美

子絵茂

【
要
約
】
　
日
本
が
一
九
四
五
年
八
月
ま
で
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
に
つ
い
て
作
製
し
た
地
図
を
外
邦
図
と
よ
ぶ
。
外
邦
図
の
作
製
は
、
明
治
初
期
に
既
存
の

地
理
情
報
の
編
集
か
ら
始
ま
る
が
、
現
場
で
の
測
量
を
と
も
な
う
本
格
的
な
地
図
作
製
は
、
臼
清
戦
争
時
に
編
成
さ
れ
た
臨
時
測
底
部
以
降
と
さ
れ
て
き

た
。
他
方
筆
者
ら
は
、
ア
メ
リ
カ
議
会
図
書
館
で
、
一
八
八
○
年
代
に
日
本
軍
将
校
が
作
製
し
た
、
中
国
大
陸
・
朝
鮮
半
島
・
台
湾
の
手
描
き
原
図
を
大

量
に
発
見
し
た
。
本
稿
で
は
こ
の
概
要
を
紹
介
し
、
将
校
ら
の
偵
察
旅
行
、
測
量
技
術
、
さ
ら
に
そ
れ
ら
に
も
と
つ
く
二
〇
万
分
の
一
図
の
編
集
を
検
討

し
た
。
そ
の
結
果
将
校
ら
の
旅
行
は
、
現
地
側
が
派
遣
す
る
護
衛
が
随
伴
す
る
な
ど
、
基
本
的
に
そ
の
承
認
を
得
て
い
た
こ
と
、
測
量
の
精
度
は
高
く
な

く
、
密
度
も
低
く
て
、
日
清
戦
争
に
あ
わ
せ
て
準
備
さ
れ
た
二
〇
万
分
の
一
図
は
、
主
要
交
通
路
と
そ
の
結
節
点
を
描
く
点
と
線
の
図
に
な
ら
ざ
る
を
得

な
か
っ
た
こ
と
が
判
明
し
た
。
た
だ
し
、
独
自
の
測
貴
活
動
に
基
づ
い
て
お
り
、
こ
の
時
期
を
「
初
期
実
測
時
代
」
と
す
る
の
が
適
切
と
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
林
　
九
三
巻
四
号
　
二
〇
【
○
年
七
月

は
　
じ
　
め
　
に

一
九
四
五
年
八
月
ま
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

日
本
が
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
に
つ
い
て
作
製
し
た
地
図
を
外
邦
図
と
よ
ん
で
い
る
。
外
邦
図
の
作
製
は
、

明
治
の

比
較
的
早
い
時
期
か
ら
開
始
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、
本
格
的
な
展
開
は
日
清
戦
争
以
降
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。
日
本
近
代
の
地
図

作
製
史
を
記
述
す
る
『
地
図
・
測
量
百
年
史
』
で
は
、
「
清
國
渤
海
地
方
圖
」
（
陸
軍
参
謀
局
、
一
八
七
四
年
）
「
回
国
北
京
全
圖
」
（
同
、
一
八
七
五
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年
）
、
「
朝
鮮
全
圖
」
（
同
、
一
八
七
五
年
）
な
ど
、
外
国
資
料
に
よ
る
初
期
の
編
集
図
の
存
在
を
指
摘
す
る
が
、
こ
れ
以
降
の
外
邦
図
作
製
に
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

い
て
は
、
日
清
戦
争
時
に
編
成
さ
れ
た
臨
時
測
図
部
（
第
一
次
）
に
よ
る
も
の
と
し
て
い
る
。
初
期
の
編
集
図
作
製
か
ら
臨
時
測
図
部
（
第
一

次
）
の
編
成
ま
で
、
無
二
〇
年
間
の
外
邦
図
作
製
に
つ
い
て
は
、
戦
前
期
よ
り
こ
の
方
面
の
調
査
を
行
っ
て
き
た
高
木
葡
三
郎
が
、
陸
軍
将
校

の
「
旅
行
図
」
お
よ
び
他
の
資
料
を
も
と
に
「
韓
国
二
十
万
分
一
図
」
な
ど
が
編
集
・
印
刷
さ
れ
た
こ
と
を
み
じ
か
く
指
摘
し
て
い
る
程
度
で

　
③

あ
る
。

　
二
〇
〇
八
年
三
月
、
筆
者
ら
は
ワ
シ
ン
ト
ン
の
ア
メ
リ
カ
議
会
図
書
館
で
外
邦
図
の
調
査
を
す
る
う
ち
、
一
八
八
○
年
代
に
日
本
軍
将
校
が

朝
鮮
半
島
な
ら
び
に
中
国
大
陸
、
さ
ら
に
台
湾
に
つ
い
て
測
量
・
作
製
し
た
手
描
き
原
図
の
存
在
を
知
る
こ
と
と
な
っ
た
。
現
在
は
同
齢
地

理
・
地
図
部
の
協
力
を
え
て
、
調
査
を
継
続
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
、
全
四
〇
〇
点
以
上
に
達
す
る
の
は
確
実
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

　
手
描
き
原
図
に
記
入
さ
れ
た
作
製
者
の
氏
名
は
、
高
木
が
示
す
旅
行
図
の
提
出
者
の
氏
名
だ
け
で
な
く
、
村
上
勝
彦
が
『
参
謀
本
部
歴
史
草

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

案
睡
に
よ
っ
て
検
討
し
た
、
同
時
期
に
東
ア
ジ
ア
で
「
軍
事
密
偵
」
と
し
て
活
動
し
た
陸
軍
将
校
の
氏
名
と
も
ほ
ぼ
…
致
し
、
彼
ら
が
各
地
の

視
察
に
く
わ
え
て
、
こ
れ
ら
の
手
描
き
原
図
に
結
び
つ
く
測
量
を
行
っ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
た
こ
れ
ら
に
示
さ
れ
た
彼
ら
の
活

動
範
囲
は
、
朝
鮮
半
島
全
域
に
く
わ
え
、
中
国
大
陸
の
沿
海
部
を
中
心
に
広
範
囲
に
お
よ
ん
で
い
る
。

　
陸
軍
将
校
の
活
動
が
こ
の
よ
う
に
持
続
的
か
つ
広
範
囲
に
行
わ
れ
た
点
は
、
高
木
菊
三
郎
の
い
う
「
旅
行
図
」
の
作
製
が
明
確
な
目
的
を
も

っ
て
計
画
的
に
実
施
さ
れ
た
こ
と
、
さ
ら
に
そ
の
大
き
な
目
的
が
東
ア
ジ
ア
の
地
理
情
報
の
収
集
に
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
に
関

連
し
て
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
陸
軍
将
校
の
収
集
し
た
情
報
の
一
部
が
、
当
時
刊
行
が
開
始
さ
れ
た
『
東
京
地
學
協
會
報
告
』
に
掲
載
さ
れ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

こ
と
も
、
あ
わ
せ
て
留
意
す
べ
き
で
あ
る
。
十
九
世
紀
に
は
、
西
欧
諸
国
で
相
次
い
で
地
理
学
協
会
が
設
立
さ
れ
、
世
界
各
地
の
地
理
情
報
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

報
告
さ
れ
た
。
東
京
地
学
協
会
も
そ
う
し
た
地
理
学
協
会
と
し
て
設
立
さ
れ
て
い
た
。
軍
事
情
報
で
も
あ
る
地
理
情
報
が
、
こ
の
よ
う
に
公
開

さ
れ
た
こ
と
は
、
そ
の
性
格
を
考
え
る
う
え
で
示
唆
的
で
あ
る
。

　
本
稿
の
目
的
は
、
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
こ
う
し
た
陸
軍
将
校
の
活
動
を
中
心
に
、
東
ア
ジ
ア
に
関
す
る
明
治
初
期
か
ら
中
期
の
日
本
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初期外邦測量の展開と日清戦争（小林・渡辺・山近）

の
地
図
作
製
活
動
を
概
観
し
、
そ
の
特
色
を
示
す
と
こ
ろ
に
あ
る
。
将
校
の
偵
察
活
動
と
と
も
に
、
測
量
に
用
い
ら
れ
た
技
術
、
さ
ら
に
手
描

き
原
図
の
様
式
を
検
討
し
、
そ
れ
ら
を
も
と
に
刊
行
さ
れ
た
地
図
の
日
清
戦
争
に
お
け
る
役
捌
に
つ
い
て
考
察
を
く
わ
え
た
い
。

　
以
下
で
は
ま
ず
、
明
治
初
期
段
階
で
の
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
地
図
作
製
を
展
望
し
、
あ
わ
せ
て
当
時
の
地
理
情
報
の
取
得
を
検
討
す
る
（
第

一
節
）
。
つ
づ
い
て
、
一
八
八
○
年
代
の
陸
軍
将
校
に
よ
る
朝
鮮
半
島
と
中
国
大
陸
に
お
け
る
調
査
活
動
を
追
跡
す
る
（
第
二
節
）
。
ま
た
彼
ら

が
お
こ
な
っ
た
測
量
の
技
術
的
特
色
を
示
し
つ
つ
、
こ
れ
に
よ
っ
て
準
備
さ
れ
た
地
図
の
編
集
に
つ
い
て
ふ
れ
た
あ
と
（
第
三
節
）
、
日
清
戦
争

時
に
お
け
る
そ
の
役
割
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
（
第
四
節
）
。

①
小
林
茂
、
二
〇
〇
九
、
近
代
日
本
の
地
図
作
製
と
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
、
小
林

　
茂
編
『
近
代
日
本
の
地
図
作
製
と
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
一
「
外
邦
図
」
へ
の
ア

　
ブ
ロ
ー
チ
』
大
阪
大
学
出
版
会
、
ニ
ー
二
六
頁
。

②
測
最
・
地
図
百
年
史
編
集
委
員
会
編
、
一
九
七
〇
一
側
最
・
地
図
百
年
史
隔
日

　
本
測
量
協
会
、
四
｛
二
九
、
四
六
〇
、
四
七
九
頁
。

③
高
木
菊
三
郎
著
・
藤
原
彰
編
、
一
九
九
二
『
外
邦
鑓
屋
地
図
整
備
誌
』
不
二
出

　
版
、
三
一
八
頁
、
高
木
菊
三
郎
、
　
九
六
～
『
明
治
以
後
日
本
が
作
っ
た
東
亜
地

　
図
の
科
学
的
妥
当
性
瞼
高
木
菊
三
郎
、
九
－
一
三
頁
。

一
　
明
治
初
期
の
外
邦
図
作
製

④
高
木
菊
三
郎
、
前
掲
書
（
一
九
六
一
）
、
九
i
一
〇
頁
。
た
だ
し
こ
の
リ
ス
ト

　
に
は
、
あ
き
ら
か
な
誤
り
が
認
め
ら
れ
る
。

⑤
村
上
勝
彦
、
一
九
八
～
、
隣
邦
軍
事
密
偵
と
劣
等
地
誌
（
解
説
）
、
陸
軍
参
諜

　
本
部
編
噸
朝
鮮
地
誌
略
ユ
駈
雪
渓
書
舎
、
三
－
四
八
頁
。

⑥
小
林
茂
・
岡
田
郷
子
、
二
〇
〇
八
、
十
九
世
紀
後
半
に
お
け
る
朝
鮮
半
島
の
地

　
理
情
報
と
海
津
三
雄
、
待
兼
山
論
叢
（
日
本
学
編
）
四
二
、
一
f
二
六
頁
。

⑦
石
田
龍
二
郎
、
～
九
八
四
『
日
本
に
お
け
る
近
代
地
理
学
の
成
立
翫
大
明
堂
、

　
八
七
－
一
み
ハ
ふ
ル
百
ハ
。

　
幕
末
期
ま
で
の
日
本
で
は
、
海
外
渡
航
は
禁
止
さ
れ
て
お
り
、
漂
流
の
よ
う
な
特
別
な
事
情
が
な
い
か
ぎ
り
、
海
外
の
地
理
情
報
を
直
接
日

本
人
が
入
手
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
ま
た
日
本
本
土
の
海
岸
お
よ
び
近
海
に
つ
い
て
さ
え
、
独
力
で
海
図
を
準
備
す
る
こ
と
も
で
き
な

か
っ
た
。
海
岸
線
に
つ
い
て
は
、
伊
能
忠
敬
の
実
測
図
が
あ
っ
た
が
、
沿
岸
部
の
水
深
を
は
じ
め
と
す
る
海
面
の
情
報
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た

　
　
　
①

の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
事
情
の
な
か
で
も
、
明
治
初
期
に
な
っ
て
、
外
邦
図
の
作
製
が
開
始
さ
れ
た
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。
以
下
で
は
ま

ず
こ
の
プ
ロ
セ
ス
に
焦
点
を
あ
て
て
み
よ
う
。
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②

　
こ
れ
に
際
し
て
ふ
れ
て
お
く
べ
き
は
、
欧
米
諸
国
に
よ
る
海
図
作
製
の
た
め
の
測
量
で
あ
る
。
イ
ギ
リ
ス
・
ア
メ
リ
カ
・
フ
ラ
ン
ス
・
ロ
シ

ア
は
、
十
九
世
紀
中
頃
以
降
、
日
本
を
ふ
く
む
東
ア
ジ
ア
諸
国
で
海
岸
測
量
を
さ
か
ん
に
お
こ
な
っ
た
。
明
治
に
な
っ
て
か
ら
も
、
イ
ギ
リ
ス

は
自
前
で
測
量
で
き
な
い
日
本
政
府
に
か
わ
っ
て
、
シ
ル
ビ
ア
号
、
さ
ら
に
は
フ
ラ
イ
ン
グ
・
フ
ィ
ッ
シ
ュ
号
に
よ
っ
て
瀬
戸
内
海
や
北
海
道

沿
岸
の
測
量
を
実
施
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
欧
米
側
の
測
量
は
、
「
万
国
公
法
」
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
西
欧
的
な
世
界
観
を
背
景
と
し
て
い
た
こ
と
は
あ
ら
た
め
て
い
う
ま

で
も
な
い
。
ロ
ジ
ャ
ー
ズ
の
ひ
き
い
る
ア
メ
リ
カ
艦
隊
が
一
八
五
五
（
安
政
二
）
年
に
幕
府
に
提
出
し
た
測
量
許
可
願
い
で
は
、
海
難
が
起
こ

る
よ
う
な
難
所
を
秘
密
に
す
る
の
は
、
友
好
国
に
対
し
て
す
べ
き
こ
と
で
は
な
い
と
し
つ
つ
、
欧
米
諸
国
は
そ
の
港
を
示
し
た
海
図
を
外
国
に

も
販
売
し
て
い
る
と
述
べ
て
、
日
本
近
海
で
の
測
量
の
承
認
を
も
と
め
て
い
る
。
幕
府
は
こ
の
申
請
を
拒
否
し
た
が
、
外
国
船
の
測
量
を
阻
止

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
き
な
か
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
な
世
界
観
に
関
連
し
て
興
味
ぶ
か
い
の
は
、
外
務
省
よ
り
シ
ル
ビ
ア
号
に
派
遣
さ
れ
た
日
本
人
職
員
か
ら
鹿
児
島
県
に
提
出
さ
れ

た
要
請
書
（
一
八
七
五
萌
治
八
］
年
）
で
は
、
測
量
に
あ
た
る
外
国
人
が
上
陸
し
て
数
日
間
滞
在
し
て
も
不
作
法
の
な
い
よ
・
7
に
す
る
こ
と
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

も
し
暴
力
沙
汰
が
起
こ
れ
ば
、
鹿
児
島
県
だ
け
で
な
く
、
日
本
も
万
国
に
対
し
て
恥
を
か
く
こ
と
に
な
る
と
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
欧
米
諸
国

が
主
導
す
る
世
界
に
順
応
し
、
万
国
公
法
的
な
秩
序
を
う
け
い
れ
る
に
は
、
他
方
で
国
土
の
末
端
部
に
ま
で
こ
れ
を
浸
透
さ
せ
る
必
要
が
あ
っ
た
。

　
こ
う
し
た
欧
米
船
の
沿
岸
測
量
は
、
他
の
地
域
で
も
進
行
し
た
。
中
国
に
お
け
る
測
量
史
の
集
成
で
あ
る
『
中
国
測
絵
雛
』
で
は
、
「
外
国

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

人
藤
縄
非
法
測
絵
」
と
題
す
る
章
を
も
う
け
て
、
こ
の
種
の
測
量
に
つ
い
て
ふ
れ
て
い
る
。
ま
た
フ
ラ
ン
ス
艦
隊
や
ア
メ
リ
カ
艦
隊
の
朝
鮮
遠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

征
（
一
八
六
六
年
お
よ
び
一
八
七
一
年
）
の
場
合
の
よ
う
に
、
武
力
行
使
に
あ
わ
せ
て
こ
れ
が
行
わ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

　
一
八
七
五
（
明
治
八
）
年
に
江
華
島
に
近
づ
い
て
朝
鮮
側
の
発
砲
を
う
け
、
こ
れ
に
応
じ
て
陸
戦
隊
を
上
陸
さ
せ
て
、
朝
鮮
開
国
の
き
っ
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

け
を
作
っ
た
日
本
の
雲
揚
号
の
航
海
が
、
測
量
を
目
的
に
掲
げ
て
い
た
こ
と
は
、
関
連
し
て
注
目
さ
れ
る
。
万
国
公
法
に
順
応
す
る
こ
と
は
、

他
方
で
、
欧
米
諸
国
と
同
様
に
、
他
国
の
海
岸
に
近
づ
き
、
強
引
な
測
量
を
行
う
こ
と
を
正
当
化
す
る
こ
と
で
も
あ
っ
た
。
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初期外邦測量の展開と日清載争（小林・渡辺・Ll」近）

　
強
引
な
測
量
に
よ
る
も
の
と
は
い
え
、
こ
の
よ
う
に
先
行
し
て
作
製
さ
れ
た
海
図
は
、
他
方
で
、
陸
上
を
対
象
と
す
る
外
邦
図
の
作
製
に
際

し
枠
組
み
と
し
て
利
用
さ
れ
た
。
東
ア
ジ
ア
で
は
、
近
代
的
な
測
量
は
ま
ず
海
岸
に
つ
い
て
お
こ
な
わ
れ
た
の
に
対
し
、
内
陸
部
に
つ
い
て
は

大
き
く
遅
れ
た
。
そ
の
た
め
、
一
時
期
は
、
天
測
を
主
体
と
し
た
精
度
の
高
い
海
図
に
海
岸
線
の
情
報
を
依
存
し
つ
つ
、
内
陸
部
の
地
図
が
作

製
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
つ
ぎ
に
こ
れ
に
つ
い
て
み
て
い
こ
う
。

　
「
朝
鮮
全
圖
」
（
一
八
七
五
［
明
治
八
］
年
）
は
、
初
期
の
外
邦
図
の
例
と
し
て
よ
く
名
前
が
あ
げ
ら
れ
る
図
で
、
縮
尺
は
百
万
分
の
一
で
、

経
度
・
緯
度
も
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
図
の
左
下
に
み
ら
れ
る
例
言
で
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

　
此
図
ハ
朝
鮮
八
道
全
圖
大
壷
一
統
輿
圖
、
英
米
國
刊
行
測
量
馬
桶
等
ヲ
灰
塗
シ
寒
風
加
フ
ル
ニ
朝
鮮
韻
鏡
道
ノ
人
某
氏
二
面
キ
親
シ
ク
其
地
理
ヲ
諮
訥
シ
疑

　
ヲ
質
シ
謬
ヲ
正
シ
以
テ
製
ス
ル
所
タ
リ

ま
ず
海
岸
線
や
経
緯
度
は
、
イ
ギ
リ
ス
や
ア
メ
リ
カ
の
海
図
に
よ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
た
海
岸
や
島
の
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
西
欧
語

の
カ
タ
カ
ナ
表
記
の
地
名
が
み
ら
れ
る
の
は
、
測
量
者
が
現
地
名
を
確
認
せ
ず
に
命
名
し
た
も
の
を
、
そ
の
ま
ま
転
載
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。
こ
う
し
た
西
欧
語
の
海
岸
付
近
の
地
名
は
、
海
軍
水
路
寮
が
一
八
七
六
年
に
刊
行
し
た
、
ロ
シ
ア
と
イ
ギ
リ
ス
の
海
図
に
よ
る
「
朝
鮮
東

　
　
⑧

海
岸
圖
」
だ
け
で
な
く
、
ロ
シ
ア
と
イ
ギ
リ
ス
の
海
図
の
地
理
情
報
に
く
わ
え
、
日
本
の
測
量
図
の
成
果
も
あ
わ
せ
て
、
海
軍
水
路
局
が
一
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

八
二
年
に
刊
行
し
た
「
朝
鮮
全
岸
」
に
も
み
え
て
い
る
。

　
朝
鮮
全
図
で
さ
ら
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
江
華
島
か
ら
漢
江
、
さ
ら
に
ソ
ウ
ル
に
い
た
る
部
分
が
、
上
記
フ
ラ
ン
ス
艦
隊
に
よ
る
偵
察
測
量

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

の
成
果
を
反
映
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
艦
隊
の
海
図
の
成
果
を
取
り
入
れ
た
ア
メ
リ
カ
の
海
図
を
参
考
に
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
こ
れ
に
対
し
、
内
陸
部
は
朝
鮮
や
清
国
の
地
図
に
よ
っ
て
い
る
。
「
朝
鮮
八
道
全
圖
」
は
、
類
似
の
名
称
の
図
が
多
く
あ
り
、
実
際
に
使
用

し
た
の
は
ど
の
図
に
な
る
か
検
討
を
要
す
る
。
朝
鮮
全
図
の
詳
細
さ
を
考
え
る
と
、
一
枚
の
図
に
朝
鮮
全
体
を
描
く
よ
う
な
図
で
は
な
く
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

「
東
門
地
圖
」
（
｝
八
世
紀
中
期
）
の
よ
う
に
、
朝
鮮
の
各
道
が
、
別
々
の
図
に
く
わ
し
く
書
か
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
他
方
、

「
大
弓
一
統
輿
圖
」
は
「
皇
霊
発
端
圖
」
（
一
八
世
紀
初
頭
）
の
系
統
を
引
く
も
の
と
考
え
ら
れ
、
「
皇
朝
中
外
墨
黒
輿
圖
」
（
一
八
さ
二
［
同
治
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⑫

二
］
年
刊
）
が
そ
れ
に
あ
た
る
と
い
わ
れ
る
が
、
図
が
粗
す
ぎ
、
ま
た
朝
鮮
国
境
も
示
さ
れ
て
お
ら
ず
、
他
の
地
図
を
さ
ら
に
検
討
す
る
必
要

が
あ
る
。

　
く
わ
え
て
、
地
理
に
詳
し
い
成
気
道
出
身
者
の
協
力
も
得
て
い
た
。
こ
の
人
物
は
薯
・
印
○
昧
｛
冨
の
Q
ミ
§
§
黙
§
塩
押
職
§
が
ふ
れ

　
　
　
　
　
　
⑬
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

る
囚
日
干
冒
ω
ぼ
。
で
、
金
麟
昇
と
い
う
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
の
近
隣
に
居
住
し
て
い
た
朝
鮮
人
知
識
人
で
あ
っ
た
。
金
は
一
八
七
五
年
六
月
に

来
日
し
、
「
お
雇
い
外
国
人
」
と
し
て
情
報
提
供
を
行
い
、
翌
年
に
は
江
華
島
条
約
の
締
結
を
行
っ
た
黒
田
清
隆
の
外
交
団
に
随
行
し
た
。

　
な
お
こ
の
「
朝
鮮
全
圏
」
は
、
上
記
9
、
，
§
》
§
津
、
§
蹄
さ
蹴
§
の
付
図
（
§
駄
9
題
§
ミ
9
§
い
三
百
万
分
の
｝
）
だ
け
で
な
く
、
㎝
八

八
三
年
に
ド
イ
ツ
で
刊
行
さ
れ
た
さ
重
織
。
譜
、
冒
ら
ぎ
－
砺
§
譜
、
ξ
§
ミ
（
O
o
簿
勲
臼
Φ
ω
2
。
。
℃
霞
§
①
ρ
百
【
七
十
万
分
の
一
）
の
元
図
と
し
て
利
用
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

れ
た
。
後
者
は
さ
ら
に
英
訳
し
て
、
き
、
ミ
ミ
9
象
§
駄
§
ξ
§
§
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
一
八
九
四
年
以
降
に
刊
行
さ
れ
た
。
鎖
国
状

態
を
続
け
て
き
た
朝
鮮
の
地
理
情
報
と
し
て
、
国
際
的
に
評
価
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

　
海
岸
部
を
外
国
製
の
海
図
に
よ
り
、
内
陸
部
を
当
該
地
域
の
地
図
に
よ
り
作
製
す
る
と
い
う
手
法
は
、
中
国
大
陸
に
つ
い
て
も
適
用
さ
れ
た
。

「
清
國
沿
海
各
省
圖
」
と
し
て
作
製
さ
れ
た
も
の
は
、
「
沿
海
輪
廓
ハ
英
弱
敵
圖
二
基
キ
旦
内
部
者
一
統
三
脚
及
道
中
記
等
ヲ
以
テ
毎
省
切
圖

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

二
調
製
」
す
る
よ
う
に
指
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
も
内
陸
部
に
つ
い
て
は
＝
座
面
圖
」
が
登
場
し
、
旅
行
記
類
の
参
照
も
す
す
め
る
が
、

「
清
國
江
蘇
省
全
圖
」
（
七
〇
万
分
の
～
）
の
場
合
、
や
は
り
上
記
「
皇
朝
中
外
壼
統
下
命
」
に
類
似
せ
ず
、
他
の
地
図
に
よ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
海
外
の
地
理
情
報
へ
の
依
存
は
一
八
七
四
（
明
治
七
）
年
の
台
湾
出
兵
で
も
み
ら
れ
た
。
日
本
の
外
交
顧
問
と
し
て
、
国
際
情

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

勢
の
判
断
か
ら
清
国
と
の
折
衝
ま
で
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
フ
ラ
ン
ス
系
ア
メ
リ
カ
人
、
ル
ジ
ャ
ン
ド
ル
（
リ
ゼ
ン
ド
ル
、
李
答
礼
）
は
、
他

方
で
台
湾
の
地
理
情
報
も
提
供
し
た
。
彼
は
、
台
湾
南
部
で
難
破
し
た
ア
メ
リ
カ
船
ロ
ー
バ
ー
号
の
乗
組
員
が
先
住
罠
に
殺
害
さ
れ
た
事
件
に

関
連
し
て
、
忌
門
領
事
と
し
て
の
活
動
経
験
を
も
と
に
、
台
湾
の
地
理
情
報
も
収
集
し
て
お
り
、
や
は
り
台
湾
南
部
で
遭
難
し
た
宮
古
島
民
の

殺
害
に
つ
い
て
、
類
似
の
問
題
に
直
面
し
て
い
た
日
本
に
こ
れ
を
積
極
的
に
提
供
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
中
国
側
の
領
土
観
に
対
し
て
、
万
国

公
法
的
な
西
欧
的
領
土
観
を
対
置
し
つ
つ
、
台
湾
の
東
部
は
清
国
領
で
な
い
と
主
張
す
る
ル
ジ
ャ
ン
ド
ル
は
、
そ
の
範
囲
を
明
確
に
す
る
た
め
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に
、
先
住
民
の
う
ち
「
生
蕃
」
と
い
わ
れ
た
人
び
と
と
漢
人
の
居
住
域
を
区
画
す
る
境
界
を
示
す
地
図
（
凄
§
§
ミ
§
蹴
§
ミ
譜
聖
ミ
§
・
舞

。
ミ
糞
一
。
。
ざ
）
を
す
で
に
刊
行
し
て
い
た
。
～
八
七
二
（
明
治
五
）
年
九
月
に
、
ア
メ
リ
カ
公
使
デ
ロ
ン
グ
が
外
務
卿
の
副
島
種
臣
に
提
示
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

た
、
ル
ジ
ャ
ン
ド
ル
収
集
の
台
湾
の
地
図
に
こ
の
図
が
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
が
確
実
で
あ
る
。
さ
ら
に
ル
ジ
ャ
ン
ド
ル
は
、
日
本
軍
の
遠
征
が

め
ざ
す
台
湾
南
部
に
つ
い
て
、
自
ら
の
調
査
ル
ー
ト
を
付
し
た
地
図
も
提
供
し
た
。
こ
れ
は
「
墓
湾
南
部
伝
単
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
、
和
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

の
説
明
を
つ
け
て
印
捌
さ
れ
た
。

　
ま
た
、
こ
の
出
兵
に
関
連
し
た
情
報
収
集
の
た
め
台
湾
に
派
遣
さ
れ
た
樺
山
惟
信
は
、
一
八
七
四
（
明
治
七
）
年
三
月
、
打
鳴
（
高
雄
）
の
イ

ギ
リ
ス
領
事
館
員
に
台
湾
の
地
図
の
提
供
を
要
請
す
る
ほ
か
、
ア
メ
リ
カ
人
か
イ
ギ
リ
ス
人
と
思
わ
れ
る
宣
教
師
の
作
製
し
た
地
図
と
思
わ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

る
も
の
を
同
行
の
日
本
人
に
謄
写
さ
せ
た
。

初期外邦測量の展開と日清戦争（小林・渡辺・山近）

①
幕
府
は
一
八
四
二
（
天
保
｝
三
）
年
と
一
八
四
九
（
嘉
永
二
）
年
に
各
藩
に
斌

　
し
水
深
を
記
入
し
た
海
岸
絵
図
の
提
出
を
求
め
た
。
た
だ
し
測
量
技
術
が
充
分
で

　
な
く
、
長
い
海
岸
線
を
カ
バ
ー
で
き
る
は
ず
も
な
か
っ
た
。
川
村
博
忠
、
一
九
九

　
九
、
幕
府
命
令
で
作
成
さ
れ
た
嘉
永
年
間
の
沿
岸
浅
深
絵
図
、
地
図
（
日
本
国
際

　
地
図
学
会
）
三
七
（
二
）
、
…
一
一
四
頁
。

②
ビ
ー
ズ
リ
ー
、
W
・
G
、
二
〇
〇
〇
、
衝
突
か
ら
協
調
へ
f
ヨ
本
領
海
に
お

　
け
る
英
国
海
軍
の
測
量
活
動
［
一
八
四
五
1
　
八
八
二
年
］
、
木
畑
洋
一
ほ
か
編

　
『
n
口
英
交
流
史
一
山
冠
○
O
l
二
〇
〇
〇
、
　
ユ
愉
東
山
兄
大
網
学
出
版
△
耳
、
九
・
九
一
一
二

　
＝
員
、
横
山
伊
徳
、
二
〇
〇
一
、
一
九
世
紀
日
本
近
海
測
量
に
つ
い
て
、
黒
田
日

　
出
男
、
メ
ア
リ
・
エ
リ
ザ
ベ
ス
・
ベ
リ
、
杉
本
史
子
編
『
地
図
と
絵
図
の
政
治
文

　
化
史
㎞
東
山
日
大
瀞
字
出
版
A
四
、
二
六
九
－
三
四
閥
［
百
ハ
。

③
守
屋
嘉
美
、
一
九
九
四
、
安
政
二
年
の
米
国
船
測
量
願
い
に
つ
い
て
、
東
北
学

　
院
大
当
宇
込
醐
集
（
歴
史
学
・
地
理
学
）
　
一
工
ハ
、
　
一
〇
砥
1
～
五
～
頁
。

④
大
島
資
料
、
諸
令
達
、
第
三
十
八
号
、
改
訂
名
瀬
市
史
編
纂
委
員
会
、
一
九
九

　
六
『
大
島
喜
界
小
島
史
料
雑
纂
隔
改
訂
名
瀬
市
史
編
纂
委
員
会
、
二
一
二
i
二
四
頁
。

⑤
《
中
国
測
絵
史
》
編
輯
委
員
会
編
、
二
〇
〇
二
㎎
中
国
測
絵
史
、
第
二
巻
隔
測

　
絵
出
版
社
、
五
～
四
…
五
二
一
頁
。
た
だ
し
、
㎝
九
世
紀
末
に
な
る
と
英
国
製
海

　
図
に
よ
っ
て
、
自
国
沿
岸
の
海
図
を
作
製
し
て
い
る
（
同
五
〇
八
一
五
＝
二
頁
）
。

⑥
奥
平
武
彦
、
一
九
三
五
『
朝
鮮
開
平
交
渉
始
末
㎞
刀
追
尋
院
、
一
九
－
三
一
頁
、

　
李
成
茂
著
・
金
容
権
訳
、
二
〇
〇
六
欄
朝
鮮
王
朝
史
（
下
）
』
日
本
評
論
社
、
四

　
〇
ニ
ー
四
一
論
ハ
衝
バ
。

⑦
奥
平
武
彦
、
上
掲
書
、
四
三
－
四
四
頁
。

⑧
国
立
公
文
書
館
内
闇
文
庫
、
ヨ
五
五
八
…
○
○
八
八
…
一
〇
〇
。

⑨
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
、
ヨ
五
五
八
一
○
○
八
八
1
一
九
八
。

⑩
国
立
国
会
図
書
館
主
、
℃
N
§
§
喝
ミ
吻
譜
封
き
ミ
邸
ミ
、
蒔
・
漆
薦
ミ
寒
魯
ミ

　
量
§
§
§
§
き
ミ
こ
門
＆
§
憩
。
ミ
（
鐸
α
×
δ
臨
。
ヨ
日
本
語
タ
イ
ト
ル

　
「
漢
江
ロ
ヨ
リ
京
城
二
至
ル
河
圖
」
、
た
だ
し
印
刷
図
を
手
籠
き
で
模
写
［
Y
G

　
…
ア
ジ
ア
ー
Z
…
二
一
二
八
］
）
な
ら
び
に
眠
意
越
職
き
跨
旨
い
§
ミ
沁
貯
ミ
と

　
象
§
ミ
§
、
§
帖
こ
論
叢
隷
§
浮
§
書
匙
ミ
零
免
辱
§
嵩
§
決
貯
ミ
題
ミ
（
二
図

　
を
あ
わ
せ
て
掲
載
、
忠
■
①
×
○
。
①
o
ヨ
、
日
本
語
タ
イ
ト
ル
「
朝
鮮
圏
小
陵
河
口
近

7　（479）



　
傍
実
測
圏
扁
、
印
捌
図
を
手
書
き
で
模
写
［
Y
G
ー
ア
ジ
ア
ー
Z
ー
ニ
ー
三
二
］
）
。

⑪
李
燦
著
、
楊
普
景
監
修
、
山
田
正
浩
・
佐
々
木
史
郎
・
渋
谷
鎭
撃
退
、
二
〇
〇

　
五
『
韓
國
の
古
地
圓
魅
ソ
ウ
ル
一
軍
結
社
、
～
〇
六
1
　
｝
七
頁
。

⑫
趙
栄
・
楊
正
泰
、
一
九
九
八
『
中
国
地
理
学
史
（
清
代
）
』
北
京
、
商
務
印
書

　
館
、
一
三
八
頁
。

⑬
？
農
ρ
類
．
国
．
レ
。
。
c
。
悼
．
9
・
貴
§
韓
こ
ミ
さ
翫
§
㌧
累
睾
《
。
汁
9
壁
㊦
ω

　
ω
o
臨
σ
p
費
、
。
・
ω
o
P
賦
G
。
お
よ
び
付
図
の
注
記
。

⑭
崔
書
勉
、
一
九
七
八
、
二
本
外
務
省
御
雇
外
国
人
『
金
聾
昇
臨
に
つ
い
て
、
韓

　
七
（
六
）
、
九
四
一
一
～
二
頁
。

⑮
≦
器
匡
・
α
q
δ
p
σ
φ
豪
。
隣
一
。
・
℃
①
聾
ω
’

⑯
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
資
料
「
清
国
沿
海
各
雀
図
製
作
の
方
法
」
参
謀
本

　
部
大
日
記
、
明
治
十
二
年
一
月
、
O
O
刈
O
。
。
O
O
c
。
心
。
。
O
ρ
清
国
沿
海
各
省
図
の
対
象

　
に
な
っ
た
の
は
、
直
隷
・
山
東
・
江
蘇
・
安
徽
・
漸
江
・
福
建
・
広
東
・
広
西
の

　
各
省
で
あ
っ
た
。

⑰
小
林
隆
夫
、
一
九
九
四
、
台
湾
事
件
と
琉
球
処
分
（
1
）
（
H
）
、
政
治
経
済
史

　
学
一
二
閃
一
〇
、
　
一
一
一
⊥
四
二
、
　
一
二
m
閏
一
、
　
一
一
ニ
ー
＝
一
二
百
ハ
。

⑱
「
壬
申
九
月
廿
三
日
外
務
卿
副
島
種
臣
米
利
堅
合
衆
國
公
使
シ
イ
デ
ロ
ン
グ
え

　
懸
口
記
の
内
」
、
外
務
省
編
、
一
九
五
五
『
日
本
外
交
文
書
（
　
○
）
第
七
巻
隔

　
日
本
外
交
文
書
頒
布
會
、
五
頁
。

⑲
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
蔵
、
｝
七
七
1
0
0
六
一
。

⑳
西
郷
都
督
樺
山
総
督
記
念
事
業
出
版
委
員
會
編
、
一
九
｝
二
六
『
西
郷
都
督
與
樺

　
山
総
督
』
西
郷
都
督
樺
山
総
督
記
念
事
業
出
版
委
員
會
、
資
料
編
、
二
八
八
－
二

　
九
四
頁
。
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二
　
陸
軍
将
校
に
よ
る
実
測
の
展
開

　
以
上
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
陸
軍
将
校
の
海
外
派
遣
は
早
く
か
ら
は
じ
ま
っ
た
。
た
だ
し
地
図
作
製
を
主
目
的
と
し
た
派
遣
の
本
格
的
開

始
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
一
八
七
九
（
明
治
＝
一
）
年
以
降
と
な
る
。
以
下
で
は
ま
ず
、
そ
れ
に
む
か
う
推
移
か
ら
追
跡
す
る
。
な
お
、
外

国
人
の
入
国
や
旅
行
が
比
較
的
容
易
で
あ
っ
た
中
国
大
陸
に
対
し
、
朝
鮮
半
島
で
は
こ
れ
が
厳
し
く
規
制
さ
れ
、
将
校
の
活
動
の
展
開
を
み
る

に
は
、
両
者
を
区
僻
し
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
以
下
で
は
、
く
り
か
え
し
て
将
校
に
よ
る
測
量
が
こ
こ
ろ
み
ら
れ
た
朝
鮮
半
島
の
場
合
か
ら

検
討
す
る
。

1
　
朝
　
鮮
　
半
　
島

近
世
の
外
交
関
係
を
清
算
し
て
、
朝
鮮
と
の
近
代
的
な
国
交
の
構
築
を
め
ざ
し
て
い
た
明
治
政
府
は
、
そ
の
窓
口
に
な
っ
て
い
た
釜
山
に
た



初期外邦測量の展開と日清戦争（小林　渡辺　山近）

び
た
び
使
節
を
送
っ
た
が
、
朝
鮮
側
は
変
化
を
望
ま
ず
、
急
速
な
展
開
は
の
ぞ
め
な
か
っ
た
。
一
八
七
二
（
明
治
五
）
年
に
花
房
義
質
の
ひ
き

い
る
使
節
団
が
派
遣
さ
れ
、
長
く
対
馬
藩
が
運
営
し
て
き
た
聡
警
倭
館
を
接
収
し
た
。
こ
れ
に
随
行
し
た
陸
軍
将
校
が
北
村
重
頼
（
少
佐
）
・

河
村
洋
與
（
同
）
、
別
府
館
長
（
晋
介
）
（
大
尉
）
で
、
『
西
南
三
種
』
に
よ
れ
ば
、
こ
の
う
ち
北
村
と
別
府
が
「
適
量
を
着
け
、
釜
山
よ
り
上
陸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

し
て
、
三
南
地
方
を
視
察
」
し
た
と
い
う
。

　
す
で
に
ふ
れ
た
江
華
島
事
件
（
一
八
七
五
［
明
治
△
年
）
を
う
け
て
、
そ
の
翌
年
一
月
か
ら
は
じ
ま
っ
た
朝
鮮
と
の
外
交
交
渉
で
も
陸
軍
将

校
が
同
行
し
た
。
特
命
全
権
弁
理
大
臣
黒
田
清
隆
が
ひ
き
い
る
外
交
団
に
は
、
少
将
の
種
田
政
朋
、
中
佐
の
樺
山
資
紀
以
下
、
少
佐
一
名
、
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

甘
煮
名
、
中
尉
・
少
尉
各
四
叉
が
参
加
し
て
い
る
。
交
渉
が
江
華
島
で
お
こ
な
わ
れ
た
う
え
、
測
量
作
業
に
つ
い
て
朝
鮮
側
か
ら
詰
問
を
う
け

て
お
り
、
充
分
な
活
動
は
で
き
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
『
陸
軍
省
年
報
』
第
八
年
報
が
記
載
す
る
、
「
自
江
華
島
草
芝
鎮
単
子
華
府
路
上

③圖
」
は
こ
の
時
に
作
製
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
こ
の
将
校
の
中
に
は
、
の
ち
に
朝
鮮
半
島
の
測
量
で
活
躍
す
る
磯
林
真
三
（
当
時
少

尉
）
に
く
わ
え
て
、
す
で
に
中
国
に
派
遣
さ
れ
て
い
た
益
満
邦
介
（
同
）
が
含
ま
れ
て
い
た
。

　
こ
の
外
交
団
に
よ
っ
て
、
日
朝
修
好
条
規
（
江
華
島
条
約
）
が
締
結
さ
れ
た
が
、
そ
の
付
則
に
つ
い
て
交
渉
す
る
た
め
、
同
年
の
七
月
に
外

務
大
丞
の
宮
本
小
一
を
代
表
と
す
る
使
節
団
が
派
遣
さ
れ
た
。
こ
れ
に
は
上
記
の
外
交
団
に
も
参
加
し
た
勝
田
四
方
蔵
（
大
尉
）
と
益
満
邦
介

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

が
参
加
し
、
く
わ
し
い
記
録
（
「
陸
軍
士
官
朝
鮮
紀
行
」
）
を
残
し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
勝
田
ら
を
派
遣
し
た
の
は
陸
軍
卿
の
山
縣
有
朋
で
、

そ
の
任
務
は
「
地
理
兵
制
等
軍
務
二
須
要
ナ
ル
モ
ノ
ヲ
探
偵
」
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
使
節
団
は
、
朝
鮮
側
の
厳
し
い
規
制
で
ソ
ウ
ル
市
内
や
郊
外
を
自
由
に
散
歩
す
る
こ
と
も
で
き
な
か
っ
た
。
ま
た
帰
途
に
は
、
釜
山
ま

で
陸
行
す
る
こ
と
を
希
望
し
た
が
、
こ
れ
も
拒
否
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
た
め
、
測
量
は
ほ
と
ん
ど
で
き
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
こ
の
使
節
団
で
注
目
す
べ
き
は
、
朝
鮮
側
に
各
種
の
書
物
を
贈
っ
て
お
り
、
そ
の
中
に
は
兵
法
書
の
ほ
か
、
「
亜
細
亜
圖
」
、
「
地
球
輿
地
全

点
」
、
「
地
球
儀
」
な
ど
の
ほ
か
、
「
朝
鮮
全
圖
」
、
「
高
麗
西
岸
塩
河
圖
、
第
一
、
第
二
」
、
「
朝
鮮
小
駿
河
之
圖
」
、
「
朝
鮮
東
海
岸
圖
」
が
含
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
「
朝
鮮
全
圖
」
は
上
記
の
同
名
の
図
、
「
高
麗
西
岸
面
河
圖
、
第
一
」
は
、
上
記
の
フ
ラ
ン
ス
艦
隊
遠
征
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⑥

時
の
海
図
に
も
と
づ
き
海
軍
水
路
寮
が
作
製
し
た
図
、
「
朝
鮮
東
海
岸
圖
」
は
す
で
に
ふ
れ
た
ロ
シ
ア
と
イ
ギ
リ
ス
の
海
図
に
よ
っ
て
作
製
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

た
図
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
「
朝
鮮
小
陵
河
之
圖
」
は
や
は
り
フ
ラ
ン
ス
艦
隊
の
海
図
に
も
と
つ
く
「
高
麗
西
岸
小
学
河
之
略
圖
」
の
可
能
性

が
高
い
◎

　
当
時
と
し
て
は
最
新
の
地
図
と
海
図
が
贈
与
さ
れ
た
の
は
、
万
国
公
法
的
な
世
界
観
か
ら
、
日
本
側
が
も
っ
て
い
る
地
理
情
報
を
開
示
す
る

こ
と
に
よ
り
、
朝
鮮
側
に
地
理
情
報
の
開
示
を
要
請
す
る
と
い
う
意
図
が
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
欧
米
の
地
理
情
報
が
日
本
の
地
図
作
製
に

も
利
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
つ
つ
、
そ
の
共
有
が
常
識
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
明
示
し
よ
う
と
し
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
関
連
し

て
、
朝
鮮
側
か
ら
「
朝
鮮
全
図
」
、
「
漢
城
圖
（
朝
鮮
都
癒
略
図
）
」
（
い
ず
れ
も
日
本
側
が
付
し
た
タ
イ
ト
ル
と
考
え
ら
れ
る
）
が
提
供
さ
れ
た
。
日
本

側
の
要
請
に
応
じ
た
も
の
で
は
あ
る
が
、
同
時
に
地
図
の
贈
与
に
対
す
る
答
礼
で
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。
上
記
「
陸
軍
士
官
朝
鮮
紀
行
」
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

は
、
前
者
を
粗
製
の
地
図
と
し
つ
つ
も
、
地
名
と
里
程
が
役
に
立
つ
と
し
て
い
る
。
後
者
は
、
同
時
代
に
つ
く
ら
れ
て
い
た
ソ
ウ
ル
の
図
と
比

較
す
る
と
、
縮
尺
が
小
さ
く
、
あ
き
ら
か
に
申
し
訳
程
度
の
図
で
あ
る
。

　
他
方
、
使
節
団
が
ソ
ウ
ル
で
交
渉
に
当
た
っ
て
い
る
あ
い
だ
、
海
軍
士
宮
が
連
絡
の
た
め
海
岸
部
（
仁
川
付
近
）
と
ソ
ウ
ル
の
あ
い
だ
を
何

度
か
徒
歩
で
往
来
し
た
。
こ
の
場
合
、
朝
鮮
側
の
案
内
者
は
毎
回
ル
ー
ト
を
替
え
、
険
し
い
道
に
彼
ら
を
導
い
た
と
い
う
。

　
一
八
七
七
（
明
治
一
〇
）
年
九
月
～
～
二
月
置
は
、
花
房
義
質
を
代
表
と
す
る
使
節
団
の
派
遣
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
そ
の
目
的
の
ひ
と
つ
は
、

釜
山
以
外
の
二
つ
の
開
港
地
の
選
定
で
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
、
測
量
船
に
よ
り
、
釜
山
に
寄
港
し
た
あ
と
沿
岸
測
量
を
く
り
か
え
し
て
仁
川
付

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

近
に
至
っ
て
い
る
。
随
伴
し
た
海
津
三
雄
（
少
尉
）
・
下
村
修
介
（
士
二
等
出
仕
）
の
報
告
で
あ
る
「
明
治
十
年
朝
鮮
記
事
」
か
ら
、
と
き
に
は

小
蒸
気
船
に
乗
っ
て
上
陸
し
、
開
港
地
と
な
る
可
能
性
の
あ
る
海
岸
を
検
討
し
た
。
こ
う
し
た
沿
岸
測
量
は
、
日
朝
修
好
条
規
第
七
款
に
よ
っ

て
可
能
に
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

　
こ
の
使
節
団
で
ま
ず
注
目
さ
れ
る
の
は
、
海
軍
少
尉
の
児
玉
包
孝
と
高
杉
春
棋
が
ソ
ウ
ル
か
ら
仁
川
、
済
物
言
ま
で
の
地
図
を
作
製
し
た
点

で
あ
る
。
前
年
に
海
軍
士
官
が
ソ
ウ
ル
と
仁
川
付
近
を
往
来
し
た
経
験
を
ふ
ま
え
て
、
徒
歩
旅
行
を
お
こ
な
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
つ
ぎ
に
注
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目
さ
れ
る
の
は
、
使
節
団
が
朝
鮮
側
の
指
定
し
た
通
津
経
由
の
遠
回
り
の
ル
ー
ト
で
ソ
ウ
ル
に
至
っ
た
行
程
に
つ
い
て
、
花
房
義
質
が
輿
に
乗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

つ
た
随
行
者
に
命
じ
て
、
方
位
や
歩
行
時
間
を
は
か
ら
せ
、
地
図
を
作
製
し
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
地
図
は
ソ
ウ
ル
に
至
る
に
は
、
仁
川
（
下

物
浦
）
に
上
陸
す
る
の
が
最
も
適
当
な
こ
と
を
、
主
張
す
る
の
に
役
立
っ
た
と
い
う
。

　
こ
う
し
た
日
本
側
の
努
力
に
対
し
、
朝
鮮
側
が
自
国
の
地
理
情
報
を
知
ら
れ
な
い
よ
う
に
し
た
い
と
望
ん
で
い
た
こ
と
は
、
す
で
に
ふ
れ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

使
節
団
員
の
行
動
範
囲
の
規
制
だ
け
で
な
く
、
花
房
の
朝
鮮
側
と
の
交
渉
記
録
に
も
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。

　
や
は
り
花
房
義
質
が
ひ
き
い
る
一
八
七
九
（
明
治
一
二
）
年
の
使
節
団
で
も
、
開
港
候
補
地
に
関
連
し
て
「
朝
鮮
鎮
江
略
譜
」
、
「
自
学
温
浦

　
　
　
　
⑮
　
　
　
　
　
　
　
⑯

至
漢
城
略
圖
」
を
作
製
し
た
。
後
者
は
、
海
津
三
雄
（
申
尉
）
が
牙
山
湾
口
に
上
陸
し
て
、
水
原
を
経
由
し
て
ソ
ウ
ル
ま
で
徒
歩
旅
行
を
お
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

な
っ
て
作
製
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
海
津
は
、
ソ
ウ
ル
か
ら
済
富
浦
ま
で
歩
き
「
自
漢
城
至
齋
物
浦
葦
子
」
を
作
製
し
た
。
さ
ら
に
日
本
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

の
帰
途
に
は
開
港
が
決
定
さ
れ
た
ば
か
り
の
元
山
（
東
海
岸
）
に
立
ち
寄
っ
た
際
に
は
、
「
元
山
津
居
留
地
略
測
井
埠
頭
道
路
目
論
見
圖
」
も
作

製
し
た
。

　
一
八
八
○
（
明
治
一
三
）
年
に
は
、
ソ
ウ
ル
に
日
本
公
使
館
が
開
設
さ
れ
、
陸
軍
将
校
も
駐
在
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
に
あ
た
っ
た
水
野

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

勝
毅
（
大
尉
）
、
松
岡
利
治
（
中
尉
）
、
千
原
秀
三
郎
（
軍
曹
）
は
、
ソ
ウ
ル
を
と
り
か
こ
む
山
稜
を
歩
い
て
、
「
朝
鮮
京
城
圖
」
を
作
製
し
て
い
る
。

　
兵
士
の
反
乱
に
は
じ
ま
り
、
群
衆
に
よ
る
日
本
公
使
館
の
襲
撃
、
花
房
義
質
公
使
を
は
じ
め
と
す
る
日
本
人
の
避
難
、
さ
ら
に
は
半
球
浦
条

約
の
締
結
に
よ
る
そ
の
収
拾
と
展
開
し
た
「
八
八
二
（
明
治
一
五
）
年
の
壬
午
事
変
は
、
同
時
に
以
上
の
よ
う
に
進
行
し
て
き
た
朝
鮮
国
内
の

測
量
や
地
図
作
製
を
大
き
く
か
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
第
一
は
こ
れ
を
契
機
に
朝
鮮
半
島
に
つ
い
て
作
製
さ
れ
た
地
図
が
～
挙
に
印
刷
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

れ
た
こ
と
で
あ
る
。
当
時
参
謀
本
部
が
い
だ
く
に
至
っ
た
軍
事
的
緊
張
感
を
反
映
し
た
も
の
で
、
軍
事
行
動
が
予
想
さ
れ
る
朝
鮮
半
島
の
地
図

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

が
ま
ず
必
要
と
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
参
謀
本
部
の
地
図
課
で
、
こ
の
時
期
に
職
員
に
「
定
時
限
外
勤
務
」
を
お
こ
な
わ
せ
て
い
る
の
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

こ
れ
に
舛
応
ず
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
『
陸
軍
省
年
報
』
に
み
え
る
朝
鮮
半
島
に
関
連
す
る
印
刷
図
は
わ
ず
か
で
、
朝
鮮
半
島
の
ご
く

一
部
を
カ
バ
ー
す
る
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
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も
う
ひ
と
つ
の
変
化
は
、
軽
物
浦
条
約
と
と
も
に
締
結
さ
れ
た
日
朝
朗
好
条
規
続
約
第
二
に
よ
っ
て
、
日
本
公
使
、
領
事
及
び
そ
の
随
員
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

朝
鮮
国
内
を
旅
行
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
以
後
ソ
ウ
ル
の
公
使
館
、
釜
山
・
元
山
の
領
事
館
に
配
属
さ
れ
た
陸
軍
将
校
が
領
事

館
員
と
し
て
朝
鮮
半
島
を
旅
行
し
、
主
要
交
通
路
の
測
量
を
行
う
よ
う
に
な
る
。
彼
ら
が
作
製
し
た
手
描
き
原
図
（
ア
メ
リ
カ
議
会
図
書
館
蔵
）
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

さ
ら
に
そ
の
利
用
に
つ
い
て
は
別
稿
で
く
わ
し
く
ふ
れ
て
い
る
の
で
、
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
こ
こ
で
は
、
彼
ら
の
旅
行
に
つ
い
て
ふ
れ

て
お
く
こ
と
に
し
た
い
。

　
陸
軍
将
校
の
朝
鮮
国
内
旅
行
は
、
参
謀
本
部
か
ら
の
指
示
さ
れ
た
コ
ー
ス
を
巡
歴
す
る
も
の
で
、
そ
の
際
、
日
朝
修
好
条
規
続
約
第
二
に
し

た
が
い
、
旅
行
地
域
を
指
定
し
て
朝
鮮
側
（
禮
曹
）
か
ら
「
護
照
」
を
得
る
必
要
が
あ
っ
た
。
参
謀
本
部
か
ら
外
務
卿
に
依
頼
し
、
ソ
ウ
ル
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

公
使
館
よ
り
、
そ
の
交
付
の
申
請
を
お
こ
な
っ
た
。
一
八
八
三
（
明
治
～
六
）
年
に
は
じ
ま
る
最
初
の
旅
行
に
際
し
て
は
、
磯
林
真
三
（
大
尉
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

ソ
ウ
ル
公
使
館
付
）
、
海
津
三
雄
（
大
尉
、
元
山
領
事
館
付
）
、
渡
邊
述
（
中
尉
、
釜
山
領
事
館
付
）
の
一
ご
名
の
旅
行
申
請
に
対
し
て
、
ま
ず
許
可
が
下

り
た
の
は
磯
林
だ
け
で
あ
っ
た
。
『
参
謀
本
部
歴
史
草
案
』
に
よ
れ
ば
、
朝
鮮
側
は
三
名
が
同
時
に
旅
行
を
お
こ
な
う
と
、
そ
の
安
全
の
確
保

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

が
困
難
と
考
え
、
ま
ず
磯
林
だ
け
に
許
可
を
あ
た
え
た
と
い
う
。

　
実
際
の
旅
行
に
際
し
て
は
、
や
は
り
日
朝
修
好
条
規
続
落
第
二
に
よ
り
、
地
方
官
の
「
勘
照
護
送
」
（
護
照
の
検
査
と
護
送
）
を
う
け
る
こ
と

に
な
っ
て
い
た
。
や
や
遅
れ
て
許
可
を
得
た
海
津
が
、
一
八
八
三
年
六
月
半
ら
八
月
に
か
け
て
お
こ
な
っ
た
旅
行
の
場
合
、
『
東
京
地
學
多
忙

報
告
』
の
記
事
に
「
當
初
徳
源
（
元
山
に
近
い
平
着
府
所
在
地
）
ヲ
出
ル
や
護
照
ノ
明
文
閑
麗
テ
本
府
社
ス
ル
所
ノ
卒
二
人
ヲ
率
ヒ
…
…
」
（
カ
ッ

　
　
　
　
⑱

コ
内
引
用
者
）
と
述
べ
、
規
則
ど
お
り
に
地
方
官
の
派
遣
す
る
役
人
を
と
も
な
っ
て
出
発
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
各
地
で
そ
の
出
迎
え

の
ほ
か
、
接
待
も
受
け
た
こ
と
も
記
し
て
い
る
。

　
ま
た
や
は
り
海
津
の
記
事
か
ら
、
日
本
人
の
「
嗣
行
ノ
者
」
が
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
は
「
御
用
掛
」
と
呼
ば
れ
、
海
津
に
は
川
本
準

作
が
、
渡
邉
に
は
武
田
甚
太
郎
が
随
行
し
た
。
こ
の
う
ち
武
田
は
～
八
八
○
（
明
治
＝
二
）
年
に
陸
軍
省
の
「
朝
鮮
國
語
学
生
徒
」
を
申
し
付

　
　
　
　
　
⑳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

け
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
磯
林
に
つ
い
て
も
、
や
は
り
こ
の
「
朝
鮮
國
語
学
生
徒
」
か
ら
選
抜
し
た
も
の
の
随
行
が
予
定
さ
れ
た
。
い
ず
れ
も
、
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通
訳
と
し
て
の
役
割
が
大
き
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
に
関
連
し
て
さ
ら
に
言
及
す
べ
き
は
、
上
記
川
本
準
作
が
「
朝
鮮
國
語
学
生
徒
」

の
名
簿
で
は
姓
が
一
時
的
に
変
わ
っ
て
津
吉
準
作
と
し
て
登
場
す
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
、
ま
た
一
入
七
二
（
明
治
五
）
年
に
対
馬
に
設
置
さ

れ
た
厳
原
韓
語
学
所
の
生
徒
で
あ
っ
た
こ
と
、
さ
ら
に
武
田
が
こ
の
厳
原
韓
語
学
所
を
廃
止
し
て
釜
山
に
一
八
七
三
（
明
治
六
）
年
に
設
置
さ

初期外邦測量の展開と日清戦争（小林・渡辺・山近）
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⑳

れ
た
草
梁
倭
館
の
語
学
所
の
生
徒
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

　
村
上
勝
彦
が
示
し
た
陸
軍
士
官
の
活
動
経
過
お
よ
び
ア
メ
リ
カ
議
会
図
書
館
所
蔵
の
手
描
き
原
図
に
記
さ
れ
た
年
代
か
ら
、
磯
林
・
海
津
・

渡
邉
に
は
じ
ま
る
朝
鮮
国
内
の
旅
行
は
、
他
の
陸
軍
将
校
に
う
け
つ
が
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
一
八
八
四
（
明
治
一
七
）
年
の
甲
申
政
変
に
際

し
て
は
、
磯
林
真
三
ら
が
群
衆
に
殺
害
さ
れ
る
と
い
う
事
態
も
発
生
し
た
が
、
一
八
九
｝
（
明
治
罪
証
）
年
ま
で
継
続
し
た
。
た
だ
し
さ
か
ん

に
お
こ
な
わ
れ
た
の
は
一
八
八
八
（
明
治
～
二
）
年
ま
で
で
あ
っ
た
。
図
1
は
、
彼
ら
の
う
ち
磯
林
・
海
津
・
渡
邊
の
ほ
か
、
岡
泰
郷
・
三
浦

自
孝
・
柄
田
鑑
次
郎
の
旅
行
ル
ー
ト
を
年
次
別
に
示
す
も
の
で
、
そ
の
測
量
活
動
を
よ
く
示
し
て
い
る
。

　
朝
鮮
半
島
に
お
け
る
そ
の
後
の
陸
軍
将
校
の
活
動
で
留
意
さ
れ
る
の
は
、
満
洲
で
も
外
邦
測
量
に
従
事
し
た
倉
辻
明
俊
（
靖
次
郎
）
に
よ
る
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

一
八
九
三
（
明
治
二
六
）
年
九
月
以
降
の
二
〇
〇
日
以
上
に
わ
た
る
旅
行
で
あ
る
。
陸
地
測
量
手
の
藤
田
五
郎
太
を
と
も
な
っ
て
お
り
、
こ
れ

は
陸
地
測
量
部
の
開
設
（
　
八
八
八
［
明
治
二
恩
年
）
以
後
、
最
初
の
測
量
技
術
者
の
外
邦
測
量
と
さ
れ
て
い
る
が
、
ア
メ
リ
カ
議
会
図
書
館

所
蔵
の
手
描
き
原
図
に
は
、
関
連
す
る
も
の
が
み
つ
か
っ
て
い
な
い
。
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2
　
中
　
国
　
大
　
陸

　
中
国
大
陸
へ
の
陸
軍
将
校
の
派
遣
も
、
最
初
は
一
八
七
二
（
明
治
五
）
年
で
、
池
上
四
郎
、
武
市
正
幹
、
彰
城
中
平
（
外
務
椹
中
録
）
が
派
遣

　
　
⑳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

さ
れ
た
。
池
上
・
武
市
は
外
務
省
出
仕
と
し
て
命
令
を
う
け
た
が
、
そ
れ
は
表
面
上
の
こ
と
と
い
う
。
ま
た
池
上
は
西
郷
隆
盛
の
側
近
で
あ
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

こ
の
派
遣
の
目
的
が
政
治
・
軍
事
情
報
の
収
集
に
あ
っ
た
こ
と
は
、
彰
城
執
筆
の
復
命
書
（
｝
八
七
三
年
七
月
）
に
明
ら
か
で
あ
る
。

　
つ
づ
く
派
遣
は
翌
年
の
一
八
七
三
年
末
に
指
令
さ
れ
た
。
美
代
清
元
（
中
尉
）
を
中
心
と
し
た
六
名
に
く
わ
え
、
島
弘
毅
（
申
尉
）
な
ど
の

　
　
　
　
　
　
　
⑯

同
行
も
指
示
さ
れ
た
。
こ
の
と
き
に
下
附
さ
れ
た
「
心
得
書
」
の
大
綱
案
の
第
一
条
に
は
、
「
愛
国
二
在
テ
雪
国
ノ
事
ヲ
学
ハ
ン
ト
欲
セ
ハ
彼

国
ノ
語
学
二
通
暁
セ
サ
ル
ベ
カ
ラ
ス
故
愚
書
レ
ヲ
以
テ
最
初
ノ
専
務
ト
ス
」
と
し
て
、
語
学
学
習
を
重
視
し
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
づ
く
「
心
得

書
聖
目
許
」
は
大
き
く
三
つ
に
分
か
れ
て
お
り
、
清
の
軍
備
に
関
す
る
こ
と
は
美
代
ら
の
担
当
、
地
理
や
人
口
に
関
す
る
こ
と
は
、
す
で
に
朝
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⑰

鮮
で
の
活
動
に
ふ
れ
た
益
満
ら
の
担
当
、
政
治
や
政
府
、
税
制
、
外
交
な
ど
に
関
す
る
こ
と
は
他
の
将
校
・
下
士
官
の
担
当
と
さ
れ
て
い
る
。

た
だ
し
、
地
理
に
関
す
る
調
査
項
目
に
は
、
測
量
や
地
図
作
製
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
ま
た
一
八
七
四
年
七
月
の
清
在
留
者
の
名
簿
に
よ
れ
ば
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
験
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

全
員
北
京
駐
在
で
あ
っ
た
。
な
お
、
こ
の
時
期
に
は
、
台
湾
出
兵
に
関
連
し
て
、
大
尉
の
大
原
里
賢
な
ど
隠
名
の
派
遣
も
お
こ
な
わ
れ
て
お
り
、

上
記
の
清
在
留
者
名
簿
に
よ
れ
ば
、
そ
の
在
留
地
は
広
東
・
鎮
江
・
福
州
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

　
そ
の
間
、
益
満
は
「
清
国
北
京
圖
」
や
「
北
京
白
河
着
地
圖
」
、
さ
ら
に
イ
ギ
リ
ス
製
海
図
や
「
長
江
図
説
」
と
地
図
類
を
購
入
し
た
。
ま

た
、
本
稿
の
冒
頭
で
ふ
れ
た
「
清
國
北
京
全
圖
」
の
注
記
に
、
英
国
製
の
測
量
図
を
も
と
に
し
つ
つ
、
「
京
師
城
内
圖
」
な
ど
で
地
名
を
補
い
、

さ
ら
に
自
身
が
清
国
で
目
撃
し
た
こ
と
を
も
と
に
誤
り
を
訂
正
し
、
こ
の
図
を
作
製
し
た
と
述
べ
、
そ
の
活
動
の
一
端
を
示
し
て
い
る
。

　
～
八
七
五
（
明
治
八
）
年
に
は
、
初
め
て
の
在
外
公
館
つ
き
武
宮
と
し
て
福
原
和
勝
（
大
佐
）
が
在
清
国
公
使
館
に
派
遣
さ
れ
、
さ
ら
に
翌
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

に
な
る
と
、
大
原
里
諺
が
と
り
ま
と
め
て
い
た
清
国
在
留
将
校
た
ち
を
、
再
度
派
遣
さ
れ
た
福
原
が
監
督
す
る
よ
う
に
な
る
。
こ
れ
は
そ
の
組

織
化
が
は
か
ら
れ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
将
校
は
上
海
、
漢
口
、
広
東
、
北
京
に
分
散
配
置
さ
れ
て
い
た
。

　
こ
の
時
期
の
将
校
の
な
か
で
、
島
弘
毅
が
『
東
京
地
學
協
會
報
告
』
に
紀
行
文
「
満
州
紀
行
抜
書
」
、
「
清
國
運
河
紀
行
」
を
掲
載
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

前
者
の
旅
行
は
一
八
七
七
年
に
、
後
者
の
旅
行
は
～
八
七
五
年
に
お
こ
な
っ
た
と
し
て
い
る
。
島
の
満
洲
に
お
け
る
旅
行
は
広
範
囲
に
お
よ
び
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

そ
の
成
果
で
あ
る
三
〇
〇
万
分
の
一
の
「
満
州
紀
行
附
圖
」
は
、
既
存
の
図
に
自
身
の
観
察
を
く
わ
え
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

　
福
原
は
一
八
七
七
（
明
治
一
〇
）
年
二
月
に
は
日
本
に
よ
び
も
ど
さ
れ
て
西
南
戦
争
に
従
軍
し
、
そ
の
こ
は
大
原
ら
が
駐
在
し
た
よ
う
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

る
が
、
翌
一
八
七
九
年
ま
で
に
将
校
た
ち
は
順
次
帰
国
し
た
。

　
こ
の
間
、
参
謀
本
部
が
設
立
さ
れ
る
と
と
も
に
（
～
八
七
八
［
明
治
＝
］
年
＝
一
月
）
、
中
国
大
陸
に
お
け
る
陸
軍
将
校
の
活
動
は
大
き
く
変

化
す
る
。
一
八
七
九
（
明
治
｝
二
）
年
六
月
、
管
西
局
長
の
桂
太
郎
申
佐
は
「
方
今
密
画
朝
鮮
沿
海
ノ
地
誌
質
駒
地
響
ヲ
多
占
ニ
シ
有
事
ノ
B

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

二
當
テ
其
ノ
参
画
ノ
圖
略
試
供
ス
ル
ハ
目
下
緊
急
ノ
用
務
」
と
し
て
、
地
理
情
報
の
収
集
を
主
体
に
し
た
将
校
の
派
遣
を
実
施
に
移
し
た
の
で

あ
る
。
こ
れ
に
あ
わ
せ
て
中
心
的
役
割
を
は
た
す
将
校
の
た
め
の
「
管
理
將
校
心
得
」
さ
ら
に
「
清
國
派
出
將
校
心
得
」
を
示
し
て
い
る
。
後
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者
の
「
地
形
風
土
」
の
節
に
は
各
地
で
の
観
察
の
成
果
を
「
墓
誌
三
記
シ
或
ハ
看
取
圖
ヲ
製
シ
テ
以
テ
將
来
ノ
用
二
供
ス
可
シ
」
と
地
図
の
作

製
を
義
務
づ
け
て
い
る
。
さ
ら
に
つ
づ
け
て
門
跡
シ
篤
圖
筆
記
二
係
バ
ラ
ス
之
ヲ
作
ル
ハ
成
ル
可
ク
彼
國
ノ
嫌
疑
ヲ
避
ル
ノ
法
ヲ
用
ユ
可
シ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

と
述
べ
て
、
疑
念
を
も
た
れ
な
い
よ
う
作
業
す
る
こ
と
を
指
示
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

　
こ
れ
に
し
た
が
っ
て
中
国
大
陸
に
ま
ず
派
遣
さ
れ
た
の
は
、
長
瀬
兼
正
ら
一
一
名
で
、
以
後
続
々
と
派
遣
さ
れ
た
。
ま
た
あ
わ
せ
て
「
支
那

語
通
寮
生
」
の
養
成
も
お
こ
な
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
上
記
の
「
朝
鮮
國
語
学
生
徒
」
と
並
行
し
て
開
始
さ
れ
た
も
の
で
、
や
は
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

派
遣
さ
れ
た
将
校
の
通
訳
と
し
て
の
役
捌
も
期
待
さ
れ
た
。
申
国
大
陸
に
お
け
る
こ
の
時
期
の
派
遣
将
校
の
組
織
や
そ
の
変
遷
に
つ
い
て
は
、

朝
鮮
半
島
の
場
合
と
同
様
、
村
上
勝
彦
の
詳
細
な
研
究
が
あ
る
の
で
そ
れ
に
ゆ
ず
り
、
以
下
で
は
彼
ら
の
旅
行
と
測
量
に
焦
点
を
し
ぼ
り
た
い
。

　
こ
の
時
期
に
中
国
大
陸
へ
派
遣
さ
れ
た
将
校
も
『
東
京
地
籍
協
會
報
告
』
に
報
告
を
掲
載
し
て
い
る
。
そ
の
な
か
で
、
活
動
を
よ
く
示
す
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

思
わ
れ
る
の
は
、
一
八
八
○
（
明
治
一
三
）
年
に
清
国
公
使
館
付
と
し
て
派
遣
さ
れ
た
梶
山
爆
竹
（
少
佐
）
の
「
鴨
緑
江
紀
行
」
で
あ
る
。
～
八

八
二
年
九
月
四
日
の
顎
口
（
奉
天
、
現
在
の
夕
陽
）
の
視
察
記
録
に
は
じ
ま
り
、
遼
陽
や
鳳
鳳
城
、
さ
ら
に
翠
緑
江
河
口
部
の
大
東
溝
ま
で
の
道

路
・
集
落
等
の
状
況
を
日
記
風
に
述
べ
て
い
る
。
ま
た
途
中
、
や
は
り
派
遣
将
校
の
伊
集
院
兼
雄
（
大
尉
）
と
の
選
遁
に
つ
い
て
も
ふ
れ
、
お

互
い
に
情
報
を
交
換
し
た
。
日
清
戦
争
や
日
露
戦
争
の
戦
場
と
な
る
、
鴨
章
章
沿
い
の
平
野
を
望
む
九
連
城
に
つ
い
て
は
、
そ
の
軍
事
的
重
要

　
　
　
　
　
⑫

性
を
指
摘
す
る
。
梶
山
の
報
告
で
は
、
自
作
の
県
下
ル
ー
ト
の
地
図
を
掲
載
し
て
い
る
こ
と
も
注
目
さ
れ
る
。
当
時
の
常
識
か
ら
す
れ
ば
、
こ

の
程
度
の
地
図
の
公
開
は
問
題
な
い
も
の
と
判
断
さ
れ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　
梶
山
は
公
使
館
付
で
、
清
国
駐
在
将
校
や
語
学
生
徒
の
管
理
を
お
こ
な
う
立
場
に
あ
り
、
外
交
関
係
を
通
じ
た
明
確
な
ス
テ
ー
タ
ス
を
も
っ

て
い
た
の
で
、
そ
の
旅
行
の
様
式
は
他
の
将
校
と
ち
が
っ
て
い
た
可
能
性
が
大
き
い
が
、
盛
京
の
宿
泊
先
で
は
盛
京
省
の
軍
政
の
責
任
者
で
あ

る
盛
京
将
軍
の
岐
元
の
と
り
は
か
ら
い
で
、
清
国
側
の
兵
二
名
の
護
衛
が
つ
き
、
さ
ら
に
溜
置
か
ら
遼
陽
城
ま
で
は
、
「
基
幹
騎
兵
」
二
名
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

護
衛
を
う
け
た
と
し
て
い
る
。

　
な
お
、
梶
山
以
外
の
将
校
に
つ
い
て
、
旅
行
に
関
す
る
「
護
照
」
の
取
得
や
携
帯
が
わ
か
る
例
が
み
ら
れ
る
。
～
八
八
○
年
に
派
遣
さ
れ
た
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初期外邦測量の展開と日清戦争（小林・渡辺・山近）

小
川
又
次
（
少
佐
）
は
、
清
国
入
国
後
、
地
方
旅
行
に
で
る
前
に
北
京
で
護
照
を
取
得
す
る
こ
と
が
指
示
さ
れ
た
。
ま
た
、
～
八
八
八
年
に
国

境
を
越
え
て
朝
鮮
に
は
い
ろ
う
と
し
た
柴
五
郎
（
中
尉
）
も
清
国
の
護
照
を
携
帯
し
て
い
た
。
『
対
支
圓
顧
録
、
下
』
で
は
、
こ
の
時
期
に
派

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

遣
さ
れ
た
将
校
の
多
く
は
、
「
身
分
を
秘
し
て
旅
行
し
た
」
と
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
種
の
証
明
書
な
し
に
各
地
を
旅
行
す
る
こ
と
は
で
き
な

か
っ
た
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
こ
れ
が
関
係
当
局
か
ら
ど
の
よ
う
に
交
付
さ
れ
た
か
、
検
討
を
必
要
す
る
。

　
関
連
し
て
、
派
遣
将
校
が
そ
の
滞
在
目
的
に
つ
い
て
、
ま
わ
り
の
知
人
に
時
に
は
虚
偽
の
雷
い
訳
を
し
て
い
た
ケ
ー
ス
も
あ
る
こ
と
に
ふ
れ

て
お
き
た
い
。
一
八
七
九
年
～
一
八
八
二
年
に
広
東
に
滞
在
し
た
島
村
干
雄
（
当
時
少
尉
）
の
場
合
、
「
雷
語
動
作
ノ
末
口
到
ル
マ
デ
自
然
常
人

ト
異
ナ
ル
処
有
之
」
と
い
う
こ
と
で
、
親
し
い
知
入
に
も
「
離
合
ノ
廻
シ
者
ヲ
疑
ハ
レ
、
頗
ル
辮
解
二
苦
ミ
」
、
当
時
航
路
を
香
港
に
延
長
し

よ
う
と
し
て
い
た
三
菱
会
社
の
社
員
と
名
乗
り
、
そ
の
準
備
の
た
め
の
滞
在
を
装
っ
て
い
た
と
い
う
。
島
村
は
さ
ら
に
一
八
八
四
（
明
治
一

七
）
年
に
広
東
・
書
判
駐
在
の
陸
軍
士
官
取
り
締
ま
り
の
た
め
香
港
に
在
留
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
れ
に
際
し
て
は
、
以
前
の
よ
う
な
言
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

訳
が
通
じ
ず
、
香
港
の
領
事
館
員
を
名
乗
る
よ
う
に
し
た
い
と
申
し
入
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
梶
山
の
旅
行
は
基
本
的
に
馬
車
と
思
わ
れ
る
車
両
に
よ
っ
て
お
り
、
泥
檸
の
た
め
車
が
進
ま
な
い
こ
と
や
、
車
輪
が
破
損
し
た

こ
と
に
ふ
れ
て
い
る
。
中
国
大
陸
の
場
合
、
徒
歩
以
外
の
手
段
で
移
動
す
る
場
合
は
ほ
か
に
も
み
ら
れ
、
一
八
八
一
年
一
〇
月
に
北
京
を
出
発

し
て
山
東
省
か
ら
江
蘇
省
に
い
た
っ
た
酒
匂
景
信
（
大
尉
）
の
場
合
、
橋
（
駕
籠
）
の
ほ
か
馬
車
を
使
っ
た
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
一
八
八
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

年
頃
に
四
川
省
か
ら
湖
北
省
を
旅
行
し
た
小
田
新
太
郎
（
大
尉
）
の
場
合
は
船
も
使
っ
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
陸
軍
将
校
の
地
図
作
成
の
時
期
は
、
早
い
も
の
で
一
八
八
○
（
明
治
一
三
）
年
で
あ
る
。
ま
た
現
在
確
認
し
て
い
る
も
っ
と
も
遅

い
も
の
は
一
八
九
一
（
明
治
二
四
）
年
で
あ
る
が
、
多
く
は
一
入
八
八
（
明
治
一
一
一
）
年
ま
で
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
範
囲
は
旧
満
州
や
北
京
周

辺
、
沿
海
地
帯
だ
け
な
く
、
内
陸
部
の
貴
州
省
や
雲
南
省
に
お
よ
び
、
日
清
戦
争
の
戦
場
を
大
き
く
越
え
る
範
囲
に
達
し
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
朝
鮮
に
お
け
る
壬
午
事
変
の
余
波
は
、
中
国
大
陸
に
関
す
る
地
図
作
製
に
つ
い
て
も
み
ら
れ
る
。
こ
の
時
期
に
「
盛
京
省
東
部

圖
」
、
「
文
京
省
南
部
圖
」
、
「
幻
夢
島
西
中
部
圖
」
、
さ
ら
に
「
直
隷
省
東
部
圖
」
と
い
っ
た
、
朝
鮮
国
境
か
ら
北
京
付
近
に
い
た
る
大
型
の
二
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⑳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

○
万
分
の
一
図
が
印
刷
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
ら
は
、
そ
れ
ま
で
の
陸
軍
将
校
に
よ
る
測
量
の
成
果
を
集
成
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
範
囲

が
限
ら
れ
る
の
は
、
ま
だ
上
記
以
外
の
地
域
の
測
量
が
進
ん
で
い
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

　
以
上
、
朝
鮮
半
島
と
中
国
大
陸
へ
の
将
校
の
派
遣
と
旅
行
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
一
八
七
二
年
以
降
、
体
制
が
整
え
ら
れ
、
広
域
を
カ
バ
ー

す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
判
明
し
た
。
ま
た
測
量
が
行
わ
れ
た
地
域
で
、
将
校
が
も
っ
て
い
た
ス
テ
ー
タ
ス
に
つ
い
て
も
一
定
の
展
望
が
え

ら
れ
た
。
つ
ぎ
に
こ
う
し
た
旅
行
に
お
け
る
測
量
と
そ
の
成
果
の
編
集
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

　
①
　
黒
鼻
繋
本
部
編
、
一
九
＝
　
糊
西
南
記
傳
、
下
巻
二
輪
黒
龍
會
本
部
、
王
二
三
　
　
　
　
　
沁
Φ
h
．
b
U
O
ω
O
Q
。
〇
一
。
。
ω
刈
O
O
。
こ
の
日
記
か
ら
、
児
玉
と
高
杉
が
測
景
要
員
で
あ
っ

　
　
頁
。
な
お
、
別
府
は
桐
野
利
秋
に
、
北
村
は
板
垣
退
助
に
近
い
人
物
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　
②
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
資
料
門
使
鮮
日
記
」
、
明
治
八
年
、
幻
Φ
｛
■
　
⑫
「
従
朝
鮮
國
揚
花
書
目
織
物
浦
陸
路
見
取
圓
」
（
国
立
公
文
盟
主
内
閣
文
庫
、

　
　
じ
d
O
ω
8
ω
①
猛
り
G
。
O
O
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
七
…
；
エ
ハ
）
。
こ
の
表
紙
に
は
、
門
明
治
十
年
冬
代
理
公
使
彼
ノ
京
二
入
リ

　
③
『
陸
軍
省
年
報
蝕
第
一
巻
、
龍
重
書
舎
（
一
九
九
〇
年
）
、
六
四
頁
。
江
華
島
　

シ
ト
キ
海
軍
士
宮
児
玉
高
杉
等
齋
物
臭
ヨ
リ
押
扇
二
往
返
シ
該
均
等
ノ
圖
セ
シ
モ

　
　
関
係
図
と
考
え
ら
れ
る
も
の
と
し
て
、
ほ
か
に
、
「
江
華
島
内
江
華
城
」
、
「
江
華
　
　
　
　
　
ノ
ナ
リ
偏
と
記
し
て
い
る
。

　
　
島
近
海
」
が
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬
桜
井
義
之
、
～
九
五
九
、
花
房
義
質
代
理
公
使
『
入
京
路
程
概
説
図
隔
に
つ
い

④
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
資
料
「
宮
本
大
嘗
朝
鮮
理
事
始
末
九
扁
、
明
治
九

　
年
、
困
Φ
轡
じ
d
O
ω
8
0
一
黛
9
0
。

⑥
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
資
料
「
宮
本
大
丞
朝
鮮
理
事
始
末
四
」
、
明
治
九

　
年
、
零
h
．
じ
u
O
ω
O
ω
O
目
黛
。
。
O
O
。

⑥
国
立
公
文
省
館
内
閤
文
庫
、
海
軍
海
図
、
ヨ
五
五
八
－
八
八
D
⊥
三
。

⑦
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
、
海
軍
海
図
、
ヨ
五
五
八
－
八
八
D
⊥
二
。

⑧
小
林
・
岡
田
、
前
掲
、
は
じ
め
に
注
⑥
、
九
頁
。

⑨
た
と
え
ば
金
正
浩
に
よ
る
「
首
善
全
圓
」
（
　
八
四
〇
年
代
）
。
李
燦
著
、
前
掲

　
－
節
注
⑪
、
二
〇
五
頁
。

⑩
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
資
料
門
明
治
十
年
朝
鮮
紀
事
」
、
明
治
十
年
、

　
幻
臥
切
O
ω
O
ω
O
回
c
Q
ω
劇
O
O
。

⑪
　
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
資
料
「
代
理
公
使
朝
鮮
日
記
」
、
明
治
十
年
、

　
て
。
朝
鮮
学
報
、
一
四
、
～
二
六
～
ニ
ー
三
七
九
頁
。

⑭
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
…
資
料
「
朝
鮮
國
代
理
公
使
岩
蟹
画
質
復
命
書
」
、

　
明
治
｝
　
年
、
湾
㊦
｛
．
》
O
一
〇
〇
〇
8
一
ω
O
O
。

⑮
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
、
一
七
七
－
二
三
皿
二
、
同
、
一
七
七
⊥
δ
二
。

⑯
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
資
料
「
明
治
十
二
年
代
理
公
使
朝
鮮
事
務
始
末
抜

　
粋
1
」
の
「
復
命
概
略
」
、
明
治
　
二
年
、
幻
Φ
｛
．
ゆ
O
ω
O
ω
O
加
盟
窃
O
O
O
。

⑰
　
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
、
一
七
七
…
二
〇
一
。

⑱
海
津
三
雄
、
｝
八
八
○
、
元
山
津
之
記
、
東
京
地
学
協
会
報
告
、
一
（
六
）
、

　
六
－
一
〇
買
。

⑲
而
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
、
一
七
七
－
二
〇
七
。

⑳
遠
藤
芳
信
、
二
〇
〇
八
、
日
露
戦
争
前
に
お
け
る
戦
時
編
成
と
陸
軍
動
員
計
画

　
思
想
（
八
）
…
一
八
八
二
年
朝
鮮
壬
午
事
件
に
対
す
る
日
本
陸
軍
の
対
応
と
動
員
、
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初期外邦測量の展開と日清戦争（小林・渡辺・山近）

　
北
海
道
教
育
大
学
紀
要
（
人
文
・
社
会
科
学
）
五
八
（
二
）
、
五
七
一
七
二
頁
。

⑳
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
資
料
「
定
時
限
外
勤
務
人
員
の
件
」
明
治
一
五
年

　
一
〇
月
、
濁
Φ
｛
．
O
O
“
O
G
◎
O
o
Q
①
Φ
①
O
O
。

⑳
　
全
＝
点
に
す
ぎ
な
い
。
『
陸
軍
省
年
報
㎏
第
二
巻
こ
龍
漢
書
舎
（
｝
九
九
〇

　
年
）
、
六
七
頁
。

⑱
武
田
勝
蔵
、
｝
九
二
九
『
明
治
十
五
年
朝
鮮
事
変
と
花
房
公
使
協
武
田
勝
蔵
、

　
七
九
頁
お
よ
び
村
上
、
前
掲
は
じ
め
に
注
⑤
。

⑳
　
渡
辺
理
絵
・
山
近
久
美
子
・
小
林
茂
、
二
〇
〇
九
、
｝
八
八
○
年
代
の
日
本
入

　
将
校
に
よ
る
朝
鮮
半
島
の
地
図
作
製
ー
ア
メ
リ
カ
議
会
図
書
館
所
蔵
図
の
検
討
、

　
地
図
（
日
本
国
際
地
図
学
会
）
四
七
（
四
）
、
一
…
一
六
頁
。

⑳
　
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
資
料
「
磯
林
歩
兵
大
尉
外
四
面
ヲ
朝
鮮
二
派
遣
」

　
㎜
明
治
【
山
平
年
二
月
、
節
①
｛
■
O
O
刈
O
Q
Q
O
ω
C
O
O
刈
O
O
O

⑳
渡
邊
の
名
前
は
「
述
」
で
は
な
く
、
「
遂
扁
の
可
能
性
が
あ
る
。

⑳
　
広
瀬
順
晧
監
修
・
編
集
、
二
〇
〇
～
『
参
謀
本
部
歴
史
草
案
幅
第
2
巻
、
ゆ
ま

　
に
轡
房
、
一
七
四
一
一
八
六
頁
。
な
お
旅
行
中
の
将
校
の
安
全
に
つ
い
て
は
、
朝

　
鮮
国
王
自
身
も
大
き
な
懸
念
を
示
し
た
と
い
う
（
同
一
八
三
一
一
八
四
頁
）
。

⑱
　
海
津
三
雄
、
一
八
八
四
、
朝
鮮
北
部
内
地
の
実
況
、
義
節
行
記
、
東
京
地
学
協

　
△
買
朝
い
生
口
、
　
山
ハ
（
二
）
、
　
一
二
〇
一
四
一
頁
。

⑲
　
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
資
料
「
武
田
甚
太
郎
他
九
朝
鮮
語
学
生
徒
申
付
等

　
の
件
」
明
治
＝
一
　
年
二
月
、
菊
㊦
｛
．
b
U
O
刈
O
O
O
念
①
卜
⊃
O
O
。

⑳
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
；
資
料
、
前
掲
「
磯
林
歩
兵
大
尉
外
四
名
ヲ
朝
鮮
二

　
派
遣
」
（
本
節
注
⑳
）
。

⑳
　
松
原
孝
俊
・
趙
眞
環
、
一
九
九
七
、
厳
原
語
学
所
と
釜
山
草
梁
語
学
所
の
沿
革

　
を
め
ぐ
っ
て
、
言
語
文
化
論
究
（
九
州
大
学
）
八
、
四
七
－
五
九
頁
。
「
朝
鮮
國

　
語
学
生
徒
」
の
な
か
で
、
長
崎
県
士
族
の
武
田
と
輩
出
（
川
本
）
が
、
朝
鮮
語
の

　
能
力
に
優
れ
て
い
た
と
さ
れ
る
の
は
（
本
節
注
⑳
）
、
両
者
が
対
馬
の
出
身
で
、

　
は
や
く
か
ら
朝
鮮
語
に
接
し
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

⑳
　
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
館
資
料
「
工
兵
大
尉
倉
辻
明
俊
外
一
名
朝
鮮
国
へ
差
遣
及
清

　
国
派
遣
ノ
歩
兵
大
尉
小
沢
徳
平
帰
朝
被
命
ノ
件
」
明
治
二
六
年
九
月
、
菊
①
｛
．

　
》
O
心
O
一
〇
〇
〇
刈
O
O
、
宙
仙
亜
同
文
ム
四
編
、
　
一
九
穴
八
　
『
対
支
回
顧
閲
録
、
月
輪
原
書
一
房
、

　
三
〇
七
i
三
一
〇
頁
。

⑬
　
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
資
料
、
「
外
務
省
十
等
出
仕
池
上
四
郎
外
二
名
清

　
国
牛
荘
二
遣
往
探
察
ノ
要
件
」
明
治
五
年
八
月
、
｝
O
ω
8
G
。
O
一
〇
㊤
O
O
。

⑭
　
東
亜
同
文
会
編
、
前
掲
本
節
注
⑫
、
四
〇
頁
。
池
上
・
武
内
と
も
に
少
佐
で
あ

　
つ
た
。

⑳
　
黒
龍
會
本
部
編
、
一
九
〇
八
『
西
南
記
傳
、
上
巻
罵
黒
龍
會
本
部
、
二
ニ
ー

　
六
〇
頁
。

⑯
　
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
資
料
、
「
美
代
陸
軍
中
尉
外
五
名
同
国
へ
差
遣
輪

　
明
治
六
年
～
一
月
、
開
翼
》
O
一
〇
〇
〇
〇
一
刈
O
O
O
、
同
「
島
陸
軍
少
尉
外
一
名
同

　
ト
編
」
明
治
工
ハ
年
一
二
月
、
鴻
⑦
歴
》
O
一
〇
〇
〇
〇
H
刈
一
〇
〇
。

⑳
　
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
資
料
、
門
清
国
朝
鮮
軍
事
等
取
調
と
し
て
被
差
遣

　
の
事
及
心
得
書
綱
案
、
心
得
条
匿
案
」
明
治
六
年
一
二
月
、
男
Φ
｛
．

　
O
O
Q
Q
O
㎝
b
ユ
一
c
Q
濠
O
O
。

⑳
　
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
資
料
、
「
支
局
へ
支
那
在
留
官
吏
姓
名
ノ
儀
往

　
翰
扁
明
治
七
年
七
月
、
刃
⑦
h
》
O
ω
O
ω
O
｝
O
O
O
O
O
。

⑲
　
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
資
料
、
「
大
原
陸
軍
大
尉
外
六
入
清
国
出
張
達
漏

　
明
治
七
年
四
月
、
国
Φ
｛
■
》
O
刈
8
属
O
蜜
O
O
。

⑳
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
資
料
、
「
柳
原
特
命
全
権
公
使
貴
省
入
用
の
旨

　
を
以
て
北
京
図
並
綴
紳
全
書
買
入
代
の
件
」
明
治
七
年
九
月
、
凋
Φ
｛
■

　
O
O
り
這
O
曽
鵠
O
O
、
門
外
務
省
よ
り
益
満
邦
介
於
清
国
買
入
白
河
の
図
戻
入
の
件
」

　
明
治
七
年
＝
一
月
、
鴻
Φ
｛
．
O
O
り
匿
O
幽
O
G
。
O
O
、
習
．
嵐
品
規
上
海
領
事
　
長
江
図
説

　
不
着
の
義
に
付
云
々
品
川
上
海
領
事
よ
り
回
答
」
明
治
八
年
五
月
、
”
①
｛
．

　
O
O
り
旨
O
鱒
刈
④
①
O
O
。

⑳
　
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
資
料
、
「
清
国
在
留
の
宮
員
取
締
に
関
す
る
件
」
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明
治
・
九
年
六
月
、
円
⑦
｛
．
O
O
り
O
①
O
b
σ
G
Q
Φ
ω
O
O
、
闘
U
、
m
明
治
九
年
六
月
一
七
月
、
”
㊦
門

　
0
8
0
①
8
c
。
緯
O
O
。

⑫
　
島
弘
毅
、
～
八
七
九
、
満
州
紀
行
抜
書
、
東
京
地
学
協
会
報
告
一
（
一
）
＝

　
…
二
〇
買
、
同
、
｝
八
八
二
、
清
國
運
河
紀
行
、
東
京
地
学
協
会
報
告
三
（
四
）

　
一
－
七
頁
。

⑬
　
論
果
亜
同
文
△
調
編
、
晶
嗣
掲
本
牌
即
い
征
⑳
、
　
＝
ニ
ー
＝
一
六
頁
。

⑭
　
ア
メ
リ
カ
議
会
図
書
館
に
は
、
こ
の
原
図
と
考
え
ら
れ
る
「
満
州
紀
行
附
圏
扁

　
（
O
刈
。
。
卜
⊃
悼
。
竃
卜
⊃
一
〇
。
o
。
－
．
G
Q
㎝
＜
き
ε
が
あ
り
、
検
討
を
要
す
る
。

⑯
　
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
資
料
、
門
福
原
睦
軍
大
佐
清
国
上
海
ヨ
リ
我
長
崎

　
へ
到
着
」
、
幻
Φ
｛
’
》
〇
一
一
〇
〇
一
①
Φ
Φ
O
O
。

⑯
　
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
資
料
、
「
島
陸
軍
二
尉
淘
帰
朝
」
夘
Φ
h

　
＞
O
H
O
O
O
O
経
O
O
O
、
「
大
原
薩
軍
大
尉
外
三
名
同
上
」
、
円
①
｛
．
》
O
刈
O
①
窃
O
α
α
O
O
。

⑰
　
広
瀬
監
修
・
編
集
、
二
〇
〇
一
『
参
謀
本
部
歴
史
草
案
』
第
1
巻
、
一
四
二
頁

　
以
下
。

鰺
　
広
瀬
監
修
・
編
集
、
上
掲
、
一
五
七
－
一
五
八
頁
。

⑲
　
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
資
料
、
「
長
瀬
海
軍
中
尉
外
醜
名
清
国
へ
派
遣
」

　
（
た
だ
し
こ
の
「
海
軍
」
は
あ
や
ま
り
で
「
陸
軍
」
が
正
し
い
）
菊
㊦
h
＞
O
一
〇
〇
〇

　
〇
綬
8
0
。

⑳
　
両
蓋
鯉
獺
監
修
・
編
集
、
』
嗣
細
面
乱
丁
“
圧
⑳
、
　
一
⊥
ハ
五
1
～
⊥
ハ
七
百
ハ
。

⑪
　
梶
山
鼎
介
、
一
八
八
三
、
鴨
緑
江
紀
行
、
東
京
地
学
協
会
報
告
、
五
（
　
）
、

　
三
－
四
五
頁
。
梶
山
の
派
遣
に
つ
い
て
は
、
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
資
料
、

　
「
歩
兵
少
佐
梶
山
鼎
介
清
国
公
使
館
附
仰
付
ら
れ
る
等
の
件
」
明
治
～
三
年
三
月
、

　
幻
Φ
｛
．
O
O
刈
O
Q
Q
O
ω
心
①
心
O
O
。

⑫
　
梶
山
、
上
掲
、
三
一
頁
。

＠
　
梶
山
、
上
掲
、
五
頁
。
岐
元
は
愛
新
覚
羅
姓
で
あ
り
、
一
八
七
九
（
光
緒
四
）

　
～
一
八
八
二
（
光
緒
七
）
年
の
あ
い
だ
盛
京
将
軍
を
つ
と
め
た
。

　
　
7
9
ミ
巷
讐
ぎ
ω
酔
．
巷
日
．
σ
q
o
〈
．
ヨ
＼
箒
。
σ
q
茜
＼
け
虜
ρ
器
円
団
～
9
9
巷
ヨ
p
轟
。
南
竃
承

　
G
Q
U
ま
》
刈
＊
O
一
承
〉
雨
承
し
σ
o
o

⑭
　
広
瀬
親
親
珍
・
編
集
、
晶
剛
掲
本
盛
即
い
圧
⑰
、
二
六
四
－
二
六
五
頁
。

趣
　
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
資
料
、
「
柴
中
尉
清
国
よ
り
朝
鮮
国
旅
行
の
件
」

　
明
治
二
一
年
四
月
、
幻
Φ
｛
．
O
O
O
Q
O
ω
O
ω
①
刈
O
Q
O
O
。

⑳
　
東
亜
同
文
会
編
、
前
掲
本
節
注
⑳
、
三
〇
七
頁
。

⑰
　
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
資
料
、
「
島
村
中
尉
ヲ
広
東
目
論
州
へ
派
遣
」
（
香

　
港
領
事
代
理
町
田
実
～
よ
り
外
務
卿
井
上
馨
宛
報
告
）
明
治
一
七
年
五
月
、
閃
鍬

　
し
d
O
ざ
8
心
心
9
0
0
Q

⑭
酒
匂
に
よ
る
「
山
東
省
第
弍
圖
」
（
ア
メ
リ
カ
議
会
図
書
館
蔵
、
○
圃
。
。
卜
。
。
。
．

　
ω
鼻
℃
N
一
。
。
C
。
卜
⊃
．
の
ω
く
ゆ
巳
酢
）
の
注
記
。

⑲
小
田
の
「
湖
廣
雲
叢
旅
行
図
」
　
一
七
号
（
ア
メ
リ
カ
議
会
図
書
館
蔵
、

　
O
刈
Q
。
b
。
ピ
℃
b
。
し
・
同
0
9
0
ω
＜
餌
巳
酔
）
の
注
記
。
小
田
は
こ
の
な
か
で
川
の
流
れ
に
よ

　
り
船
の
速
度
が
大
き
く
変
わ
る
こ
と
に
ふ
れ
て
い
る
。

⑳
　
盛
京
省
に
関
す
る
図
は
、
國
立
公
文
書
館
蔵
（
内
閣
文
庫
、
和
書
、
ヨ
ニ
九
二

　
i
O
～
七
二
、
い
ず
れ
も
一
八
八
二
年
八
月
）
。
た
だ
し
「
直
隷
省
東
部
圓
」
に

　
つ
い
て
は
未
見
。

⑪
　
　
「
盛
京
省
東
部
圏
」
は
伊
集
院
兼
雄
に
よ
る
同
名
の
手
書
き
地
図
（
ア
メ
リ
カ

　
議
会
図
書
館
蔵
、
O
刈
。
。
悼
ω
ト
膳
冨
。
。
一
翼
く
震
騨
）
、
「
盛
京
省
南
部
圓
」
は
、
小

　
川
又
次
、
山
根
武
亮
に
よ
る
「
記
号
省
第
一
図
」
（
一
八
八
○
年
、
同
、
O
刈
。
。
鵠

　
ト
蒔
一
。
。
。
。
O
■
○
ω
く
p
島
）
に
対
応
す
る
。
ま
た
「
盛
京
省
西
中
部
圖
」
の
東
半
分

　
は
伊
集
院
の
「
満
州
中
部
之
圏
」
（
一
八
八
二
年
、
同
、
O
刈
。
。
ω
O
鋤
O
O
O
・
ζ
N
）

　
に
対
応
す
る
が
、
西
半
分
に
対
応
す
る
図
を
ま
だ
発
見
し
て
い
な
い
。
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三
　
測
量
の
技
術
と
地
図
の
集
成

初期外邦測磁の展闘と日清戦争（小林・渡辺・山近）

　
す
で
に
み
て
き
た
よ
う
に
、
陸
軍
将
校
た
ち
の
旅
行
に
際
し
て
、
朝
鮮
半
島
で
は
朝
鮮
側
の
護
衛
が
つ
き
そ
い
、
中
国
大
陸
で
も
梶
山
鼎
介

の
場
合
の
よ
う
に
、
同
様
の
護
衛
が
随
行
す
る
例
が
み
ら
れ
た
。
こ
う
し
た
護
衛
は
、
同
時
に
将
校
た
ち
の
活
動
を
監
視
す
る
役
割
を
は
た
し
、

彼
ら
は
本
格
的
な
器
機
に
よ
る
測
量
を
行
う
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
主
要
交
通
路
を
た
ど
る
旅
行
で
あ
り
、
そ
れ
に

沿
う
ト
ラ
バ
ー
ス
測
量
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
ト
ラ
バ
ー
ス
測
量
で
は
、
か
な
ら
ず
し
も
ル
ー
ト
が
閉
合
せ
ず
（
ル
ー
プ
を
作
ら
ず
）
、
し
た
が

っ
て
誤
差
の
チ
ェ
ッ
ク
が
で
き
な
い
場
合
も
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
行
わ
れ
た
測
量
に
つ
い
て
、
つ
ぎ
に
み
て
い
ぎ
だ
い
。

　
上
記
海
津
三
雄
や
梶
山
鼎
介
の
も
の
を
含
め
、
将
校
た
ち
が
の
こ
し
た
旅
行
記
に
は
、
こ
う
し
た
点
に
関
す
る
言
及
は
ほ
と
ん
ど
な
い
が
、

ア
メ
リ
カ
議
会
図
書
館
蔵
の
手
書
き
原
図
に
は
、
そ
れ
を
う
か
が
わ
せ
る
記
載
が
み
ら
れ
る
。
倉
辻
靖
次
郎
は
「
従
営
口
国
富
古
搭
城
路
上

①厨
」
の
一
号
（
肝
心
営
至
大
窪
路
上
圖
、
一
〇
万
分
の
一
）
の
余
白
に
、
「
注
意
／
方
向
ハ
ブ
ウ
ソ
ー
ル
ヘ
ル
ニ
ヘ
ヲ
使
用
シ
／
巨
寓
（
原
文
の
ま

ま
）
ハ
時
間
及
ヒ
馬
ノ
歩
度
二
依
ル
者
ト
ス
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
場
合
、
「
ブ
ウ
ソ
ー
ル
ヘ
ル
ニ
へ
」
は
、
フ
ラ
ン
ス
語
の
び
。
霧
ω
9
Φ

＜
臼
巳
嘆
（
遊
標
つ
き
コ
ン
パ
ス
）
で
、
今
日
簡
易
測
量
器
具
と
し
て
よ
く
使
用
さ
れ
る
ブ
ラ
ン
ト
ン
コ
ン
パ
ス
程
度
の
も
の
で
あ
っ
た
と
み
ら

　
②
れ
る
。
ま
た
、
距
離
は
移
動
時
間
あ
る
い
は
馬
の
歩
数
を
カ
ウ
ン
ト
す
る
と
い
う
方
法
で
計
測
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

　
類
似
の
注
記
は
酒
匂
興
信
の
「
従
北
京
至
牛
荘
旅
行
圏
」
の
三
号
に
も
み
ら
れ
る
。
酒
匂
は
ま
た
、
「
従
山
東
省
毒
煙
経
黄
縣
沖
州
膠
州
安

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

郵
縣
游
州
等
至
江
蘇
省
宿
遷
縣
漁
溝
路
上
図
」
の
備
考
で
距
離
の
計
測
に
つ
い
て
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　
巨
離
（
原
文
の
ま
ま
）
ノ
測
量
ハ
愚
子
馬
副
馬
車
二
擦
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
驕
子
ハ
一
時
間
五
千
〇
四
十
米
突
則
チ
五
分
間
四
百
二
十
米
突
ト
ス
山
申
ノ
難
路
ハ

　
　
一
時
間
四
千
八
百
米
突
則
チ
五
分
間
四
百
米
突
ト
ス
馬
車
は
一
時
間
六
千
米
突
則
五
分
間
五
百
米
突
難
路
ハ
一
時
間
五
千
百
六
十
米
突
ト
ス
如
斯
豫
定
ス
ト

　
　
難
モ
道
路
ノ
景
況
又
日
雇
ノ
馬
引
二
従
ヒ
其
速
力
ヲ
変
ス
ル
甚
シ
ケ
レ
ハ
又
加
減
ヲ
加
ヘ
サ
ル
可
ラ
ス
（
カ
ッ
コ
内
引
用
者
）

驕
子
（
駕
籠
）
や
馬
車
の
速
度
だ
け
で
な
く
、
道
路
の
状
態
等
も
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
と
し
て
い
る
。
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⑤

　
他
方
、
朝
鮮
に
派
遣
さ
れ
た
海
津
三
雄
の
「
自
居
留
地
至
文
川
郡
路
上
圖
」
で
は
、
地
図
に
記
載
し
た
ル
ー
ト
以
外
に
立
地
す
る
地
物
の
記

載
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
此
圖
出
路
上
製
圖
法
二
基
キ
羅
針
ト
歩
数
ト
ヲ
以
テ
道
路
ヲ
諾
シ
地
物
ハ
皆
厨
測
ヲ
以
テ
配
置
セ
シ
モ
ノ
ナ
レ
ハ
塾
主
二
於
テ
幾
分
ノ
差
違
ナ
キ
ヲ
保
セ
ス

　
夫
ノ
道
路
ノ
険
夷
山
川
ノ
位
置
等
圓
ノ
尽
ス
能
ハ
サ
ル
者
ノ
若
キ
品
別
二
紀
事
ア
リ
宜
シ
ク
就
テ
観
ル
ヘ
シ

計
測
し
た
部
分
と
、
目
測
に
よ
る
部
分
を
明
示
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
ま
た
別
に
説
明
書
が
あ
り
、
地
図
と
対
照
す
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

と
も
わ
か
る
。
こ
う
し
た
説
明
書
は
、
箒
沿
道
図
説
」
と
よ
ば
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、
ま
だ
現
物
を
確
認
し
て
い
な
い
。
そ
の
内
容
は
、

す
で
に
ふ
れ
た
『
東
京
地
學
協
會
報
告
』
掲
載
の
紀
行
文
に
類
似
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
こ
の
文
章
で
も
う
ひ
と
つ
注
目
す
べ
き
は
、
こ
の
よ
う
な
測
量
法
を
「
路
上
製
製
法
」
と
述
べ
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
れ
は
路
上
測
図
と
も

よ
ば
れ
て
、
簡
易
な
測
量
法
と
し
て
ひ
ろ
く
適
用
さ
れ
た
。
今
ま
で
ふ
れ
て
き
た
地
図
の
タ
イ
ト
ル
が
、
「
路
上
図
」
と
さ
れ
て
い
る
場
合
が

多
い
の
も
、
こ
れ
に
関
連
す
る
。

　
こ
の
よ
う
な
測
量
は
、
陸
軍
将
校
た
ち
が
現
地
に
持
参
し
た
用
具
と
よ
く
対
応
す
る
。
一
八
八
二
年
に
中
国
大
陸
に
派
遣
さ
れ
た
倉
辻
靖
次

郎
と
牧
野
留
五
郎
は
、
出
発
前
に
測
量
器
具
と
し
て
「
パ
ロ
メ
ー
ト
ル
（
バ
ロ
メ
ー
タ
f
）
」
（
気
圧
高
度
計
）
、
「
フ
ー
ソ
ル
ベ
ル
ニ
エ
」
、
「
双
眼

鏡
」
、
「
路
時
計
」
（
歩
数
計
と
思
わ
れ
る
）
の
ほ
か
、
製
図
器
具
と
し
て
「
製
圖
器
械
」
（
製
図
用
の
パ
ン
タ
グ
ラ
フ
か
？
）
、
「
補
備
半
円
規
」
（
予
備

の
分
度
器
と
思
わ
れ
る
）
、
「
長
定
規
」
、
「
三
角
定
規
」
、
「
復
蛭
最
合
突
尺
」
（
二
〇
セ
ン
チ
定
規
と
思
わ
れ
る
）
の
貸
与
と
と
も
に
、
彩
色
等
の
た
め

の
「
画
ノ
具
及
彩
色
筆
」
、
「
製
圖
用
ヘ
ン
及
軸
」
（
丸
ペ
ン
と
軸
）
、
「
鉛
筆
軟
硬
共
」
、
「
色
鉛
筆
」
、
「
透
明
紙
」
（
ト
レ
ー
ス
ペ
ー
パ
ー
）
、
「
ゴ
ム
」
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

「
鷲
ベ
ン
（
ペ
ン
）
」
の
支
給
を
要
請
し
て
い
る
。
現
場
で
使
う
測
量
器
具
や
製
図
審
具
は
軽
量
で
、
め
だ
つ
も
の
で
は
な
か
っ
た
こ
と
に
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

わ
え
て
、
当
時
の
路
上
測
図
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
「
携
帯
面
板
」
（
携
帯
測
板
と
も
い
い
、
画
板
の
よ
う
に
紐
で
首
～
肩
に
か
け

て
用
い
る
）
に
関
す
る
言
及
が
な
い
点
も
留
意
さ
れ
る
。
当
時
の
路
上
測
図
で
は
、
こ
れ
に
は
り
つ
け
た
方
眼
紙
に
ル
ー
ト
を
記
入
し
な
が
ら

歩
行
す
る
と
さ
れ
る
が
、
作
業
の
目
的
が
す
ぐ
に
わ
か
る
こ
の
道
具
は
使
用
で
き
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
す
で
に
み
た
「
清
書
派
出
將
校
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心
得
」
の
注
意
は
、
こ
の
点
に
関
連
す
る
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　
と
こ
ろ
で
、
陸
軍
将
校
た
ち
の
手
描
き
原
図
に
は
、
経
緯
度
を
記
入
す
る
も
の
と
、
記
入
さ
れ
て
い
な
い
も
の
が
み
ら
れ
る
。
前
者
は
中
国

大
陸
に
関
す
る
も
の
に
多
い
が
、
朝
鮮
半
島
に
関
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
後
者
と
な
る
。
将
校
た
ち
は
天
測
に
必
要
な
器
具
は
携

帯
し
て
お
ら
ず
、
と
く
に
経
度
測
定
に
必
要
な
、
ク
ロ
ノ
メ
ー
タ
ー
の
よ
う
な
精
密
で
高
級
な
器
旦
ハ
を
利
用
す
る
こ
と
は
、
不
可
能
で
あ
っ
た
。

し
た
が
っ
て
、
経
緯
度
を
記
入
す
る
に
は
、
他
の
既
存
の
デ
ー
タ
を
利
用
す
る
ほ
か
は
な
か
っ
た
。
上
記
の
酒
匂
景
信
「
従
北
京
至
牛
荘
旅
行

圏
」
三
号
に
み
ら
れ
る
注
記
は
、
こ
れ
を
明
確
に
示
し
て
い
る
。

　
経
緯
度
ハ
英
国
ノ
書
中
ヨ
リ
取
り
シ
モ
ノ
ナ
レ
共
平
地
大
差
ヲ
生
ス
ル
モ
ノ
ハ
此
度
数
二
選
ラ
サ
ル
所
ア
リ
他
日
ヲ
待
ツ
テ
確
定
セ
ル
ノ
ミ

他
か
ら
得
た
天
測
に
よ
る
デ
ー
タ
に
依
り
つ
つ
も
、
自
身
の
測
量
の
成
果
と
大
き
な
差
が
あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
採
用
で
き
な
か
っ
た
わ
け

で
あ
る
。
他
方
、
頼
る
べ
き
経
緯
度
デ
ー
タ
が
な
い
地
域
に
つ
い
て
は
、
こ
の
記
入
を
あ
き
ら
め
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
作
製
さ
れ
た
手
描
き
原
図
は
、
の
ち
に
経
緯
度
線
の
入
っ
た
二
〇
万
分
の
一
図
に
編
集
さ
れ
る
。
以
下
、
こ
の
点
に
関
す
る
検

討
を
試
み
る
が
、
そ
の
前
に
手
描
き
原
図
と
で
き
あ
が
っ
た
二
〇
万
分
の
一
図
の
特
色
を
み
て
お
き
た
い
。

　
手
描
き
原
図
の
縮
尺
は
、
一
部
の
都
市
図
な
ど
を
の
ぞ
き
、
二
〇
万
分
の
一
と
一
〇
万
分
の
一
が
多
い
。
ま
た
書
き
込
ま
れ
た
ル
ー
ト
や
そ

れ
に
沿
っ
た
集
落
、
水
系
な
ど
は
詳
細
を
き
わ
め
、
記
入
さ
れ
て
い
る
地
名
も
判
読
に
拡
大
鏡
が
必
要
な
ほ
ど
小
さ
い
場
合
が
多
い
。
上
記
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

路
上
測
図
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
、
「
路
上
測
圖
一
般
ノ
重
壁
ハ
ニ
万
分
一
ト
ス
」
と
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
ら
し
て
も
、
～
○
万
分
の
一
、
さ
ら

に
二
〇
万
分
の
一
は
、
い
さ
さ
か
小
縮
尺
に
す
ぎ
、
得
ら
れ
た
測
量
デ
ー
タ
を
省
略
せ
ず
に
記
入
す
る
と
、
こ
の
よ
う
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

つ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
う
し
て
、
や
や
無
理
を
し
て
ま
で
、
提
出
図
が
小
縮
尺
と
さ
れ
た
の
は
、
す
で
に
規
程
が
あ
っ
た
こ
と
に
く
わ
え
て
、

現
場
で
測
量
さ
れ
た
ル
ー
ト
の
密
度
が
低
く
、
そ
れ
以
上
の
大
縮
尺
に
す
る
と
、
空
白
の
部
分
が
ひ
ろ
く
な
る
と
い
う
事
情
も
関
与
し
て
い
た

と
考
え
ら
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
縮
尺
は
規
定
さ
れ
て
い
た
が
、
図
の
凡
例
記
号
に
つ
い
て
は
か
な
り
の
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
が
あ
り
、
ま
た
同
じ
将
校
で
も
、
ル
ー
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ト
に
よ
り
こ
れ
に
差
が
み
と
め
ら
れ
る
。
ま
た
時
に
は
沿
道
の
景
観
を
絵
画
に
し
て
い
る
も
の
も
あ
り
、
彼
ら
の
個
性
が
感
じ
ら
れ
る
も
の
も

す
く
な
く
な
い
。

　
こ
れ
に
対
し
て
、
で
き
あ
が
っ
た
二
〇
万
分
の
～
図
は
、
一
般
的
な
地
形
図
・
地
勢
図
の
様
式
を
も
つ
。
朝
鮮
半
島
の
場
合
は
、
全
六
八
図

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

幅
よ
り
な
り
、
こ
の
四
隅
に
は
経
緯
度
が
記
入
し
て
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
他
方
、
中
国
大
陸
の
場
合
は
、
朝
鮮
国
境
か
ら
北
京
周
辺
、
さ

ら
に
重
手
半
島
に
達
す
る
も
の
で
、
六
三
図
幅
に
達
し
、
や
は
り
経
緯
度
を
記
入
す
る
。
ま
た
、
各
図
幅
で
記
入
が
み
ら
れ
る
の
は
主
要
ル
ー

ト
の
み
で
空
白
部
分
が
大
半
を
し
め
る
場
合
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。

　
上
記
の
よ
う
な
手
描
き
原
図
を
集
成
し
て
、
隣
接
す
る
図
を
相
互
に
接
続
で
き
る
二
〇
万
分
の
一
図
幅
を
整
備
す
る
の
は
、
容
易
で
は
な
か

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
と
く
に
経
緯
度
の
記
入
が
な
い
図
、
さ
ら
に
は
そ
れ
が
あ
っ
て
も
わ
ず
か
な
地
点
に
か
ぎ
ら
れ
る
図
を
、
矛
盾
な
く
集

成
し
て
い
く
こ
と
は
、
困
難
を
き
わ
め
た
で
あ
ろ
う
。
『
陸
地
測
量
部
沿
革
史
』
の
一
八
九
五
（
明
治
二
八
）
年
の
節
に
み
ら
れ
る
、
日
清
戦
争

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

時
の
地
図
の
製
図
・
製
版
に
関
連
す
る
作
業
概
要
を
示
す
文
章
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
前
記
地
圖
ノ
主
ナ
ル
モ
ノ
ハ
隣
邦
二
十
万
分
一
算
（
朝
鮮
及
清
国
）
奉
天
蛾
隷
爾
省
三
十
万
分
～
圓
其
ノ
他
諸
局
地
戦
假
製
東
亜
輿
地
圖
等
ニ
シ
テ
此
ノ
急

　
遽
ノ
際
二
於
テ
散
漫
零
砕
ナ
ル
資
料
二
就
キ
同
地
縦
距
同
韻
異
字
ヲ
比
較
校
定
シ
特
二
僅
少
ナ
ル
既
知
ノ
経
緯
度
鮎
雄
踏
擦
参
酌
シ
テ
地
圖
ノ
骨
儲
ヲ
作
り

　
且
諸
般
ノ
地
誌
旅
行
記
等
二
擦
リ
テ
地
形
ヲ
稽
へ
地
物
ヲ
補
ヒ
以
テ
外
邦
未
開
地
ノ
地
圖
ヲ
藁
縄
セ
ン
ト
ス
其
困
難
ハ
實
二
意
料
ヲ
絶
ス
ル
モ
ノ
ア
リ
シ
ナ

　
リ
：
・
：
・

こ
こ
で
は
、
二
十
万
分
の
一
図
の
ほ
か
に
、
「
奉
天
辺
隷
爾
省
三
十
万
分
一
圓
」
（
輯
製
三
〇
万
分
一
の
図
）
や
「
假
製
東
亜
輿
地
圖
」
に
つ
い
て

も
ふ
れ
て
い
る
。
「
同
地
異
稻
同
韻
異
字
」
の
あ
た
り
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
と
く
に
輯
七
三
〇
万
分
一
の
図
の
作
製
作
業
に
関
係
す
る
。
図

の
編
集
に
あ
た
っ
て
は
、
手
描
き
原
図
だ
け
で
な
く
、
地
誌
や
旅
行
記
も
参
照
し
て
の
複
雑
な
作
業
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

　
こ
の
作
業
に
関
連
し
て
、
さ
ら
に
高
木
菊
三
郎
の
つ
ぎ
の
よ
う
な
文
章
が
あ
る
。

　
…
…
こ
れ
ら
の
測
図
は
、
秘
密
に
測
量
さ
れ
た
も
の
が
大
部
分
で
、
い
わ
ゆ
る
路
線
測
量
で
、
ま
れ
に
略
測
の
経
緯
度
を
有
す
る
程
度
の
も
の
が
多
く
、
そ
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の
製
図
に
あ
た
っ
て
は
、
止
む
を
得
ず
画
線
を
平
均
し
、
多
角
形
を
作
り
、
さ
ら
に
そ
の
誤
差
を
配
布
（
分
）
し
て
、
地
点
を
定
め
る
等
の
苦
心
を
重
ね
完

　
成
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
…
…
（
カ
ッ
コ
内
引
用
者
）

閉
合
す
る
ル
ー
ト
に
つ
い
て
は
誤
差
を
確
認
し
、
そ
れ
を
配
分
し
て
修
正
す
る
と
い
う
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
方
法
が
と
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
二
〇
万
分
の
一
図
の
製
版
・
刊
行
年
に
つ
い
て
は
、
現
在
ま
で
の
と
こ
ろ
中
国
大
陸
に
関
す
る
も
の
（
清
國
二
十
萬
分
一
関
）
に
つ
い
て
の
み

確
認
で
き
る
。
ア
メ
リ
カ
議
会
図
書
館
・
国
立
国
会
図
書
館
で
調
査
し
た
も
の
の
概
要
を
示
す
と
、
「
明
治
十
七
年
創
製
」
と
の
み
記
さ
れ
る

場
合
が
多
い
が
、
製
版
年
月
さ
ら
に
は
修
正
年
月
を
示
す
も
の
が
あ
り
、
製
版
年
は
一
八
九
三
（
明
治
二
六
）
年
も
あ
る
が
、
一
八
九
四
年
の

も
の
が
多
い
。
ま
た
修
正
は
～
八
九
五
年
目
な
る
。
な
お
、
一
覧
図
の
製
版
は
一
八
九
四
年
九
月
で
日
清
戦
争
の
開
戦
ま
も
な
い
頃
に
、
あ
わ

た
だ
し
く
作
ら
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

　
二
十
万
分
の
一
図
に
つ
い
て
、
も
う
一
点
言
及
し
て
お
く
べ
き
は
、
中
国
大
陸
側
に
関
す
る
地
図
の
一
部
で
は
、
左
側
の
欄
外
に
、
作
図
に

際
し
て
使
用
し
た
資
料
を
示
し
て
い
る
こ
と
で
あ
麺
・
イ
ギ
リ
ス
製
海
図
に
ふ
れ
る
ほ
か
・
図
上
に
示
し
た
ル
ー
ド
の
測
量
時
期
と
響
署
の

氏
名
を
連
ね
て
い
る
。
こ
の
測
量
者
が
、
手
描
き
原
図
の
作
製
に
あ
た
っ
た
将
校
で
あ
る
こ
と
は
あ
ら
た
め
て
い
う
ま
で
も
な
い
。

　
一
八
九
三
（
明
治
二
六
）
年
一
月
に
は
、
こ
の
二
〇
万
分
の
一
図
の
原
図
が
一
部
完
成
し
て
い
た
よ
う
で
、
写
真
版
で
作
製
す
る
よ
う
に
参

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

謀
本
部
第
二
局
が
依
頼
し
て
い
る
。
翌
一
八
九
四
年
八
月
に
な
る
と
、
日
清
開
戦
を
う
け
て
、
「
朝
鮮
廿
万
分
一
図
」
の
前
線
部
隊
へ
の
配
布

　
　
　
　
⑯
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

が
依
頼
さ
れ
、
さ
ら
に
同
㏄
○
月
に
は
、
戦
争
の
展
開
に
と
も
な
っ
て
「
清
國
二
十
万
分
一
図
」
が
や
は
り
前
線
部
隊
に
送
ら
れ
た
。

　
以
上
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
、
手
描
き
原
図
に
示
さ
れ
た
陸
軍
将
校
た
ち
の
測
量
成
果
は
充
分
と
い
う
に
は
ほ
ど
遠
く
、
日
清
開
戦
時
に
な

っ
て
か
ろ
う
じ
て
、
朝
鮮
半
島
か
ら
満
州
南
部
、
北
京
周
辺
、
山
東
半
島
に
つ
い
て
最
低
限
の
地
図
が
整
備
で
き
る
程
度
の
も
の
で
あ
っ
た
こ

と
が
は
っ
き
り
し
て
く
る
。

①
○
刈
。
。
悼
鼻
k
＆
と
巴
O
ρ
閑
。
。
＜
四
信
囲
岬
．

②
遊
標
（
く
Φ
H
誘
一
Φ
「
）
の
役
割
と
し
て
は
、

羅
盤
の
廻
り
を
移
転
し
て
馬
標
物
の

方
向
と
磁
針
と
の
角
度
を
読
み
や
す
く
す
る
場
合
、
羅
針
の
く
み
こ
ま
れ
た
コ
ン

パ
ス
カ
ー
ド
の
場
合
、
さ
ら
に
方
位
の
読
み
と
り
精
度
を
あ
げ
る
場
合
が
考
え
ら
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れ
る
。

③
O
刈
。
。
下
野
震
と
u
。
8
0
．
ω
c
。
＜
営
一
ρ

④
○
刈
。
。
鱒
ω
■
ω
亀
ト
っ
冨
G
。
P
ω
G
。
＜
窪
山
け

⑤
O
δ
O
c
。
．
国
N
冨
。
。
G
。
雫
囚
ω
＜
窪
＝
’

⑥
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
資
料
、
コ
○
月
二
八
日
大
本
営
副
官
大
生
定
孝

　
発
　
参
謀
本
部
副
官
部
御
用
取
扱
藤
井
包
聡
宛
　
朝
鮮
各
地
沿
道
図
説
送
達
方
御

　
取
計
」
明
治
二
七
年
九
月
、
国
①
｛
’
0
8
8
搭
O
り
一
〇
〇
。

⑦
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
資
料
、
「
パ
ロ
メ
ー
ト
ル
他
貸
渡
の
件
」
明
治
一

　
五
年
九
月
、
刻
Φ
h
．
O
O
圃
O
c
。
O
c
。
幽
O
O
O
O
、
門
製
図
器
機
他
貸
渡
の
件
」
同
、
幻
Φ
h

　
O
O
刈
O
c
。
O
c
。
駆
O
一
〇
〇
、
「
画
ノ
具
及
彩
色
筆
他
邦
渡
の
件
扁
嗣
、
カ
①
｛
．
O
O
刈
O
o
。
O
o
。
膳
O

　
卜
。
O
O
。

⑧
『
路
上
測
幽
教
程
黒
瀬
（
～
八
八
五
年
頃
）
大
阪
大
学
文
学
研
究
科
地
理
学

　
教
室
蔵
（
ω
Φ
一
．
り
＼
幻
圏
函
）
。
な
お
こ
の
書
物
は
発
行
元
な
ど
の
記
載
を
欠
く
が
、

　
こ
の
時
期
の
他
の
軍
入
用
測
量
教
科
書
と
同
じ
体
裁
で
あ
る
。

⑨
『
路
上
測
圖
教
程
全
輪
上
掲
、
一
二
丁
。

⑩
～
八
八
四
（
明
治
一
七
）
年
の
「
測
量
局
服
務
概
則
」
に
つ
づ
く
「
地
弾
課
服

　
務
概
則
」
の
第
十
八
条
で
は
、
「
外
邦
圓
ノ
製
法
戸
別
二
定
式
ノ
設
ア
リ
ト
錐
モ

　
概
シ
テ
内
國
ノ
假
四
囲
チ
ニ
十
万
分
一
圖
二
準
シ
テ
製
造
ス
ル
ヲ
常
ト
ス
」
と
述

　
べ
て
い
る
。
陸
地
測
量
部
、
｝
九
二
二
『
陸
地
測
量
部
沿
革
史
隔
陸
地
測
騒
部
、

　
六
四
頁
。

⑪
朝
鮮
半
島
の
二
〇
万
分
の
一
図
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
現
物
を
確
認
で

　
き
た
の
は
防
衛
省
防
衛
研
究
所
千
代
田
史
料
、
一
〇
七
二
～
一
〇
七
七
の
み
で
あ

　
る
。
こ
れ
は
明
治
天
皇
が
参
照
し
た
図
と
考
え
ら
れ
る
も
の
で
、
図
郭
の
ま
わ
り

　
が
切
り
取
ら
れ
、
一
部
が
裏
側
に
は
り
つ
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
緯
度
経
度

　
の
記
載
が
確
認
し
に
く
い
。

⑫
　
陸
地
測
量
部
、
前
掲
本
節
注
⑩
、
＝
三
頁
。

⑬
高
木
菊
三
郎
、
～
九
六
六
『
日
本
に
於
け
る
地
図
測
量
の
発
達
に
関
す
る
研

　
幽
門
風
間
書
房
、
七
二
頁
。

⑭
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
牛
越
国
昭
、
二
〇
〇
九
『
対
外
軍
用
秘
密
地
図
の
た
め

　
の
潜
入
盗
測
、
第
一
編
「
外
邦
図
扁
は
ど
の
よ
う
に
作
ら
れ
た
か
睡
同
縛
代
祉
、

　
～
五
六
一
一
六
一
頁
も
参
照
。

⑮
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
資
料
、
門
参
人
第
五
四
号
第
こ
、
幽
雅
O
O
ざ
G
。
榊

　
逡
ω
①
O
O
。

⑯
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
資
料
、
「
八
月
一
九
目
留
守
第
五
師
団
参
謀
長
三

　
上
晋
太
郎
発
　
参
謀
本
部
副
官
大
生
定
孝
宛
　
朝
鮮
二
〇
万
分
一
図
同
　
覧
表
之

　
義
」
明
治
二
七
年
八
月
、
沁
卑
O
O
①
O
①
置
α
り
ト
。
O
O
。

⑰
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
資
料
、
コ
○
月
二
日
大
本
営
副
官
大
生
定
孝
発

　
第
一
軍
参
謀
長
小
川
又
次
宛
　
風
間
百
万
分
の
一
図
一
五
〇
部
等
送
付
」
、
菊
Φ
h
’

　
O
O
①
O
①
一
一
〇
。
囑
鱒
O
O
。
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四
　
初
期
外
邦
測
量
と
日
清
戦
争

こ
れ
ま
で
検
討
し
て
き
た
陸
軍
将
校
た
ち
の
測
量
に
も
と
つ
く
地
図
が
、
日
清
戦
争
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
意
義
を
も
っ
た
か
に
つ
い
て
さ

ら
に
み
て
お
き
た
い
。
ま
ず
ふ
れ
た
い
の
は
、
当
時
上
記
二
〇
万
分
の
一
図
以
外
に
も
地
図
が
作
製
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。



初期外邦測量の展開と日清戦争（小林・渡辺・由近）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
す
で
に
ふ
れ
た
薫
製
三
〇
万
分
の
一
図
は
、
朝
鮮
国
境
か
ら
北
京
付
近
ま
で
を
全
二
七
図
幅
で
カ
バ
ー
し
、
記
入
す
る
集
落
の
密
度
も
高
く
、

二
〇
万
分
の
一
図
の
よ
う
な
主
要
ル
ー
ト
の
あ
い
だ
の
ブ
ラ
ン
ク
が
め
だ
た
な
い
。
ま
た
水
界
を
青
、
山
地
等
を
茶
色
で
着
色
し
て
い
る
。
さ

ら
に
全
図
幅
の
製
版
時
期
が
「
明
治
二
十
八
年
四
月
」
と
な
っ
て
い
る
。
｝
八
九
五
（
明
治
二
八
年
）
年
の
三
月
に
は
、
下
関
で
講
和
条
約
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

折
衝
が
は
じ
ま
り
、
中
国
大
陸
で
の
戦
闘
は
ほ
ぼ
終
了
し
て
い
た
。
こ
の
点
か
ら
す
れ
ば
日
清
戦
争
に
は
役
立
て
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
地

図
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
も
う
ひ
と
つ
の
地
図
群
は
、
「
十
里
方
眼
」
図
と
い
わ
れ
る
二
五
万
分
の
【
図
で
あ
る
。
た
だ
し
、
現
在
ま
で
の
確
認
で
き
た
の
は
、
盛
京

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

省
の
第
三
三
号
「
旅
順
口
」
図
幅
の
み
で
あ
る
。
陸
地
だ
け
で
な
く
海
上
の
大
部
分
に
つ
い
て
も
、
一
辺
二
・
ニ
セ
ン
チ
の
方
書
が
記
入
さ
れ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

明
ら
か
に
中
国
の
地
図
作
製
の
伝
統
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
こ
の
旅
口
口
図
幅
か
ら
す
る
と
、
盛
京
省
に
つ
い
て
三
七
図
幅
あ
っ
た
こ
と
が
わ

　
⑤
か
る
。
図
幅
の
左
肩
に
は
、
「
明
治
二
十
七
年
製
版
」
と
記
入
さ
れ
て
お
り
、
一
八
九
四
年
一
一
月
に
十
里
方
眼
図
が
発
送
さ
れ
た
と
い
う
記

　
⑥
録
も
、
こ
れ
を
裏
付
け
る
。

　
高
木
菊
三
郎
は
、
こ
う
し
た
十
里
方
眼
図
に
つ
い
て
、
「
…
…
支
那
製
「
手
輿
全
覧
圖
」
二
檬
ル
糟
書
式
地
貌
表
現
法
ノ
「
十
里
方
眼
圖
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

ヲ
方
眼
二
依
リ
中
心
編
纂
シ
約
二
十
五
万
分
｝
霊
場
二
依
ル
遼
東
半
島
近
傍
圖
ト
シ
テ
掌
圧
二
十
セ
リ
」
と
述
べ
て
い
る
。
申
国
大
陸
で
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

｛
八
八
九
（
光
緒
一
五
）
年
に
は
、
撃
方
格
一
〇
里
の
地
図
の
整
備
が
指
示
さ
れ
た
と
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
を
元
図
に
し
て
い
た
可
能
性
が
高

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

い
。
た
だ
し
、
「
皇
輿
全
平
々
」
系
の
地
図
は
、
こ
の
十
里
方
眼
図
よ
り
は
る
か
に
小
縮
尺
で
、
そ
の
元
図
に
な
っ
た
可
能
性
は
な
い
。

　
以
上
の
よ
う
な
、
二
〇
万
分
の
一
図
、
輯
製
三
〇
万
分
の
　
図
、
さ
ら
に
十
里
方
眼
図
を
相
互
に
対
応
す
る
地
域
（
遼
東
半
島
先
端
部
）
に
つ

い
て
比
較
す
る
と
（
図
2
～
4
）
、
二
〇
万
分
の
一
図
幅
に
み
ら
れ
る
主
要
ル
ー
ト
と
海
岸
線
を
骨
格
に
、
十
里
方
眼
図
に
み
ら
れ
る
集
落
や
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

地
を
配
置
し
て
、
他
領
三
〇
万
分
の
一
図
が
編
集
さ
れ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
主
要
交
通
路
中
心
で
、
ブ
ラ
ン
ク
の
多
い
二
〇
万
分
の
一
図

の
不
足
を
補
う
た
め
に
十
里
方
眼
図
が
整
備
さ
れ
た
が
、
両
者
の
比
較
対
照
は
容
易
で
は
な
い
の
で
、
歯
型
三
〇
万
分
の
一
図
で
両
者
を
統
合

し
た
と
推
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
上
記
『
陸
地
測
量
部
沿
革
史
』
の
引
用
に
み
ら
れ
る
、
「
同
地
異
稻
同
韻
異
字
ヲ
比
較
校
定
シ
」
と
い
う
文
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　　　　　　　　　　　　　　　　欄撚　　罫卵栂ぎ㌦欝饗

謬鯉驚慧講義欝欝．旛
戦　を蒙羅・。藁　　舟
　　　臨・　　繁蕪　1続．

鑑鐵・譲饗鞭婁際∫、
騰馬h舞譲　 劉　蘂　㌔鄭．・’
　　　　　　　　　　　　勲　　・讐ビ織、

“恥 @fs

モ

津

㎡

V
，
織
へ
冑

唄
メ
圧

i

一
↓
ノ
葱

　　　　　　図2（右上）二〇万分の一図の
　　　　　　　　「金川磨旅懸口」図幅、アメリ

　　　　　　　カ議会図書館蔵（G7820s200
　　　　　　　J3）（部分、約56％に縮小）

。渤融謡　図3（左上）輯製三〇万分の一
　　　　　　　図の「旅捌口」図幅、国立公文
　　　　　　　書猿鍵（ヨ292－0182）（部分、約

　　　　　　　80％に縮小）
　　　　　　図4（左）十里方眼図の「旅順
　　　　　　　口」図幅、国立国会図書館蔵
　　　　　　　（YG819－2264）（部分、約73％
　　　　　　　に縮小）
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初期外邦測量の展開と日清戦争（小林・渡辺・山近）

言
は
、
そ
の
作
業
の
実
情
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
こ
の
ほ
か
ま
と
ま
っ
た
地
図
群
と
し
て
刊
行
さ
れ
て
い
た
も
の
と
し
て
は
、
「
北
京
近
傍
圖
」
が
あ
る
。
縮
尺
は
五
万
分
の
　
で
、
北
京
市

街
を
中
心
に
全
二
四
図
幅
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
現
在
ま
で
確
認
で
き
た
の
は
、
ア
メ
リ
カ
議
会
図
書
館
蔵
の
版
下
用
器
で
、
製
版
時
期
は
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
の
元
図
と
な
っ
た
酒
匂
装
甲
ら
の
手
描
き
原
図
も
見
ら
れ
る
。

八
九
四
（
明
治
二
七
）
年
で
あ
る
。
な
お
同
館
に
は
、

　
こ
う
し
た
要
地
の
大
縮
尺
図
と
し
て
、
さ
ら
に
朝
鮮
の
「
釜
山
近
傍
」
図
（
一
〇
万
分
の
…
、
全
四
図
幅
）
、
「
漢
城
近
傍
」
図
（
同
、
全
六
図

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

幅
）
、
「
元
山
近
傍
」
図
（
同
、
全
五
図
幅
）
が
あ
り
、
や
は
り
空
白
部
分
の
多
い
図
と
な
っ
て
い
る
。
「
釜
山
近
傍
」
図
と
「
漢
城
近
傍
」
図
は

一
八
八
四
（
明
治
～
七
）
年
、
コ
兀
山
近
傍
」
図
は
翌
一
八
八
五
年
に
石
版
印
刷
さ
れ
て
い
る
。

　
以
上
に
く
わ
え
て
さ
ら
に
言
及
し
て
お
く
べ
き
は
、
「
二
宮
東
亜
輿
地
圖
」
（
一
〇
〇
万
分
の
一
、
金
一
〇
図
幅
、
一
八
九
四
［
明
治
二
七
］
年
製

版
）
で
あ
る
。
朝
鮮
半
島
か
ら
満
州
南
部
、
北
京
周
辺
、
さ
ら
に
山
東
半
島
と
、
日
清
戦
争
の
関
連
地
域
を
カ
バ
ー
し
て
い
る
。
こ
の
う
ち
朝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

鮮
半
島
に
つ
い
て
は
、
日
本
軍
将
校
た
ち
の
手
描
き
原
図
の
成
果
が
反
映
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。
ま
た
と
く
に
秘
密
に
す
る
必

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

要
が
な
い
と
し
て
、
～
八
九
四
年
一
一
月
に
は
小
縮
尺
図
と
し
て
地
図
に
対
す
る
一
般
の
需
要
に
応
じ
る
こ
と
に
し
た
点
も
注
目
さ
れ
る
。
な

お
、
小
川
琢
治
は
、
仮
製
東
亜
輿
地
図
が
日
露
戦
争
当
時
に
は
最
新
の
東
ア
ジ
ア
図
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
、
ド
イ
ツ
や
フ
ラ
ン
ス
の
小
縮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

尺
図
に
成
果
が
取
り
入
れ
ら
れ
た
と
し
て
い
る
。
短
期
間
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
国
際
的
に
は
パ
イ
オ
ニ
ア
的
地
理
情
報
と
し
て
の
意

義
を
も
っ
た
こ
と
に
な
る
。

　
さ
て
、
以
上
を
念
頭
に
お
き
つ
つ
、
さ
ら
に
日
清
戦
争
に
お
け
る
二
〇
万
分
の
～
図
の
役
割
を
検
討
し
た
い
。
前
線
に
お
け
る
当
時
の
こ
の

図
群
の
役
割
を
う
か
が
わ
せ
る
資
料
と
し
て
は
、
戦
闘
詳
報
に
掲
載
さ
れ
た
地
図
が
あ
る
。
こ
の
う
ち
第
五
師
団
の
一
八
九
四
（
明
治
二
七
）

年
の
も
の
を
み
る
と
、
戦
闘
の
経
過
を
示
す
も
の
は
五
千
分
の
一
～
五
万
分
の
　
で
、
図
の
内
容
か
ら
み
て
い
ず
れ
も
現
場
で
作
製
さ
れ
た
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
縮
尺
二
〇
万
分
の
副
の
図
も
み
ら
れ
る
が
、
道
路
の
補
修
や
架
橋
箇
所
を
示
す
図
と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
小
縮
尺
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

図
は
、
部
隊
の
位
置
や
移
動
経
路
を
図
示
す
る
。
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こ
の
よ
う
な
傾
向
か
ら
す
れ
ば
、
将
校
た
ち
の
手
描
き
原
図
の
デ
ー
タ
を
集
成
し
た
二
〇
万
分
の
一
図
は
、
主
要
な
集
落
や
ル
ー
ト
を
巨
視

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

的
に
示
す
も
の
で
、
戦
闘
用
の
地
図
は
、
別
に
現
場
で
の
偵
察
に
よ
っ
て
作
製
さ
れ
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
戦
闘
に
お

け
る
意
義
は
小
さ
か
っ
た
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
二
〇
万
分
の
一
図
に
よ
っ
て
、
上
記
の
十
里
方
眼
図
が
も
つ
地
理
情
報
を
、
よ

り
近
代
地
図
に
近
い
も
の
に
統
合
で
き
た
と
考
え
ら
れ
る
。
近
代
的
測
量
が
及
ん
で
い
な
か
っ
た
地
域
に
関
す
る
既
存
の
地
理
情
報
の
有
効
利

用
を
可
能
に
し
た
と
い
っ
て
も
よ
い
。

　
こ
の
場
合
留
意
さ
れ
る
の
は
、
以
上
の
よ
う
な
操
作
に
よ
っ
て
で
き
た
曳
舟
三
〇
万
分
の
一
図
が
、
日
露
戦
争
に
際
し
て
か
な
り
使
わ
れ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

と
考
え
ら
れ
る
点
で
あ
る
。
後
述
す
る
よ
う
な
臨
時
測
整
磁
（
第
｝
次
）
の
測
量
が
お
よ
ん
だ
範
囲
は
せ
ま
く
、
広
範
囲
の
地
理
情
報
と
し
て
、

そ
れ
は
な
お
価
値
を
も
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

　
さ
ら
に
言
及
し
て
お
き
た
い
の
は
、
～
八
九
五
年
三
月
に
な
っ
て
、
軍
事
に
関
心
の
高
い
朝
鮮
王
族
（
王
子
）
に
対
す
る
「
参
謀
本
部
新
製

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

朝
鮮
国
及
清
国
北
部
ノ
圖
一
＼
卜
⊃
O
O
O
O
O
　
一
揃
」
の
献
上
が
決
定
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
で
検
討
し
た
二
〇
万
分
の
一
図
が
、
中
国
大
陸

で
の
戦
闘
が
ほ
ぼ
終
了
し
て
い
た
時
期
に
献
上
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
背
景
に
は
、
王
族
側
の
希
望
の
ほ
か
、
図
に
対
す
る
軍
事
的
評
価
、
さ

ら
に
当
時
の
対
朝
鮮
関
係
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
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①
　
国
立
公
文
書
館
に
全
点
が
収
蔵
さ
れ
て
い
る
（
牽
制
㊤
ト
り
I
O
一
〇
Q
卜
⊃
）
。
こ
の
一
一
号

　
門
大
孤
山
」
函
幅
に
（
覧
圏
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

②
原
田
敬
｝
、
二
〇
〇
八
『
戦
争
の
日
本
史
～
九
、
目
清
戦
争
瞼
吉
川
弘
文
館
、

　
二
五
五
－
二
五
七
頁
。

③
国
立
国
会
図
書
館
蔵
、
照
O
。
。
お
心
悼
O
蒔
。

④
こ
の
一
辺
が
～
○
里
で
、
～
里
は
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
強
と
な
る
。

⑤
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
…
資
料
、
「
参
月
第
四
四
九
号
第
二
」
明
治
二
八
年

　
三
月
、
幻
Φ
｛
．
O
O
刈
O
G
。
悼
一
難
刈
O
O
か
ら
、
直
津
蟹
に
つ
い
て
も
一
七
図
幅
あ
っ
た

　
こ
と
が
わ
か
る
。

⑥
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
資
料
、
門
藤
井
大
佐
発
亀
岡
大
尉
湯
冷
黒
方

　
眼
図
及
鉄
入
図
発
送
」
労
。
｛
■
O
O
①
O
①
O
。
。
お
①
O
O
。

⑦
高
木
著
・
藤
原
編
、
前
掲
は
じ
め
に
注
③
、
笥
三
九
頁
。

⑧
日
比
野
丈
夫
、
一
九
七
七
『
中
国
歴
史
地
理
研
究
輪
同
朋
社
、
三
九
三
頁
。

⑨
江
前
進
・
劉
若
芳
（
整
理
）
、
二
〇
〇
七
一
内
廷
三
大
嵐
測
全
圃
集
一
康
熈

　
皇
輿
全
覧
圃
－
輪
外
文
出
版
社
所
収
の
図
を
さ
す
。

⑩
野
坂
喜
代
松
・
和
田
義
三
郎
・
平
木
安
之
助
・
高
木
菊
三
郎
・
松
井
正
雄
、
一

　
九
四
四
、
明
治
三
七
八
年
戦
役
と
測
量
（
座
談
会
）
、
研
究
蒐
路
地
圓
、
昭
和
一

　
九
年
三
月
号
、
四
一
－
五
四
頁
に
み
え
る
商
木
菊
三
郎
の
発
言
で
は
、
二
〇
万
分



初期外邦測量の農開と日清戦争（小林・渡辺・山近）

　
の
一
図
を
も
と
に
輯
再
三
〇
万
分
の
一
図
が
で
き
た
と
す
る
が
、
そ
の
十
里
方
眼

　
図
と
の
関
係
は
明
確
で
は
な
い
。

⑪
O
刈
。
。
卜
。
心
・
b
d
鼻
と
し
。
㎝
ρ
震
く
鋤
巳
仲
5

⑫
Ω
圃
。
。
卜
。
心
．
b
づ
鼻
〉
二
。
。
。
。
一
℃
善
く
悌
に
犀
な
ど
。

⑬
　
国
立
国
会
図
害
館
、
大
山
巌
文
庫
六
〇
1
二
三
、
二
四
、
二
五
。

⑭
渡
辺
ほ
か
、
前
掲
2
節
注
㊧
。

⑮
　
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
資
料
、
「
｝
一
月
二
日
参
謀
総
長
熾
仁
親
王
発

　
参
謀
本
部
御
用
取
扱
陸
軍
少
将
児
玉
源
太
郎
宛
　
第
一
仮
製
東
亜
輿
地
図
即
清
韓

　
百
万
分
一
の
図
一
般
の
需
要
に
応
ず
る
件
」
、
幻
㊦
｛
．
O
O
①
O
①
お
嵩
卜
。
O
O
。

⑯
小
川
琢
治
、
一
九
〇
四
、
日
露
交
戦
地
方
の
重
要
な
る
地
図
に
就
き
て
、
地
学

　
雑
誌
、
　
一
八
四
、
二
六
〇
1
二
六
一
二
頁
。
な
お
、
ア
メ
リ
カ
議
会
図
書
館
蔵
の
西

　
欧
諸
国
の
こ
の
時
期
の
地
図
を
参
照
し
た
と
こ
ろ
、
小
型
の
指
摘
を
一
部
確
認
し

　
た
。

⑰
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
資
料
、
＝
二
月
｝
○
日
混
成
第
～
○
旅
団
戦

　
闘
詳
報
」
明
治
二
七
年
一
二
月
、
菊
①
門
O
O
①
8
ひ
o
O
配
笛
O
O
。
さ
ら
に
精
査
を
要

　
す
る
が
、
戦
闘
詳
報
に
掲
載
さ
れ
た
二
〇
万
分
目
一
図
（
「
自
漁
家
子
仲
焚
家
台

む
す
び
に
か
え
て

　
作
業
略
圓
」
）
は
、
同
地
点
を
示
す
図
幡
（
一
四
六
号
「
巌
州
」
、
｝
四
七
号
「
寛

　
縣
安
東
縣
鳳
風
鷹
」
、
一
四
九
号
「
遼
陽
城
縣
、
一
五
〇
号
「
廠
」
、
）
に
見
ら
れ
る

　
図
形
と
か
な
ら
ず
し
も
対
応
し
な
い
。

⑱
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
資
料
、
「
第
五
師
団
戦
闘
報
告
付
図
第
五
師

　
団
位
置
其
の
他
」
明
治
二
七
年
、
円
索
O
O
①
O
爵
O
昏
C
。
q
O
O
。

⑲
日
露
戦
争
に
お
け
る
こ
の
種
の
地
図
に
つ
い
て
は
、
金
美
英
、
二
〇
〇
九
、
日

　
露
戦
争
時
の
戦
場
で
偵
察
用
に
作
製
・
使
用
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
地
図
に
つ
い

　
て
、
外
鄭
図
研
究
ニ
ュ
…
ズ
レ
タ
ー
、
六
、
二
〇
1
四
六
頁
を
参
照
。

⑳
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
資
料
、
「
地
図
至
急
送
付
の
件
扁
明
治
三
八
年
【

　
月
、
幻
Φ
｛
■
O
O
刈
O
O
。
卜
⊃
ω
刈
り
α
O
O
な
ど
を
参
照
。
な
お
野
坂
喜
代
松
ほ
か
、
明
治
三

　
七
八
年
戦
役
と
測
量
（
座
談
会
）
前
掲
本
節
注
⑩
、
四
四
頁
に
お
け
る
平
木
安
之

　
助
の
発
言
に
よ
れ
ば
。
B
露
戦
争
に
際
し
て
、
遼
陽
以
北
の
地
図
は
二
〇
万
分
の

　
一
図
し
か
な
く
、
そ
の
経
緯
度
に
は
大
き
な
誤
差
は
な
か
っ
た
。

⑳
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
資
料
、
「
三
月
一
二
日
大
本
営
副
官
大
生
定
孝

　
発
　
参
謀
本
部
副
官
御
用
取
扱
藤
井
包
総
宛
　
朝
鮮
及
清
国
北
部
の
図
送
付
の

　
件
」
、
カ
①
轡
0
8
8
一
ω
感
8
0
。

　
こ
れ
ま
で
、
明
治
初
期
の
既
存
資
料
の
編
集
に
よ
る
外
邦
図
作
製
か
ら
は
じ
め
て
、
陸
軍
将
校
の
朝
鮮
半
島
・
中
国
大
陸
に
お
け
る
旅
行
、

測
量
技
術
、
さ
ら
に
手
描
き
原
図
の
編
集
と
検
討
を
す
す
め
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
少
数
の
将
校
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
測
量
は
、
広
範
囲
な
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

域
を
カ
バ
ー
す
る
も
の
で
は
あ
っ
た
が
、
精
度
に
大
き
な
限
界
の
あ
る
、
密
度
の
低
い
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
こ
れ
に
よ

っ
て
整
備
さ
れ
た
二
〇
万
分
の
一
図
は
、
主
要
中
心
地
の
あ
い
だ
の
主
な
ル
ー
ト
を
示
す
に
す
ぎ
ず
、
文
字
通
り
点
と
線
の
地
図
に
な
ら
ざ
る

を
え
な
か
っ
た
。
こ
の
二
〇
万
分
の
　
図
は
、
十
里
方
眼
図
の
よ
う
な
既
存
の
地
理
情
報
と
組
み
合
わ
せ
て
利
用
さ
れ
る
と
と
と
も
に
、
仮
製
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東
亜
輿
地
図
の
よ
う
な
小
縮
尺
図
に
集
約
さ
れ
て
、
社
会
に
も
開
か
れ
て
い
く
こ
と
と
な
っ
た
。

　
こ
の
プ
ロ
セ
ス
を
他
方
で
支
え
て
い
た
の
は
、
当
時
欧
米
諸
国
が
主
導
し
て
い
た
地
理
情
報
観
で
、
成
果
の
一
部
が
地
理
学
雑
誌
に
発
表
さ

れ
た
の
も
、
そ
の
～
環
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
探
検
の
対
象
と
な
る
よ
う
な
、
地
理
的
情
報
が
少
な
い
地
域
に
つ
い
て
は
、
そ
の
収
集
プ

ロ
セ
ス
は
別
と
し
て
、
軍
事
的
に
さ
し
つ
か
え
な
い
か
ぎ
り
、
得
ら
れ
た
知
見
が
公
表
さ
れ
て
い
っ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
あ
る
レ
ベ
ル
の
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

理
的
情
報
の
共
有
と
も
い
え
る
状
況
が
と
く
に
欧
米
諸
国
と
の
あ
い
だ
で
実
現
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
他
方
、
日
清
戦
争
の
進
展
と
と
も
に
、
二
〇
万
分
の
一
図
の
限
界
が
明
確
に
な
り
、
そ
れ
に
と
も
な
っ
て
、
当
時
の
陸
地
測
量
部
長
、
藤
井

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

包
聰
は
臨
時
測
図
部
（
第
一
次
）
の
編
成
を
提
案
す
る
に
い
た
る
。

　
清
國
測
図
ノ
義
足
従
来
特
別
ノ
御
計
画
モ
有
之
候
得
共
今
騒
ノ
事
件
結
了
ノ
後
頼
假
令
密
行
等
ノ
手
段
二
百
ル
モ
容
易
二
為
シ
得
可
キ
ノ
事
業
二
無
之
ト
存

　
候
果
シ
テ
然
う
バ
此
際
陸
地
測
量
正
油
テ
ー
ツ
ノ
臨
時
測
図
部
ヲ
編
成
シ
之
ヲ
大
本
螢
ノ
管
轄
二
属
シ
最
モ
簡
易
ナ
ル
測
図
式
二
依
リ
我
軍
隊
ノ
占
領
進
軍

　
セ
シ
後
方
ノ
地
形
ヲ
可
成
測
図
セ
シ
メ
他
日
ノ
資
料
ヲ
収
集
シ
置
ク
ハ
此
面
ヲ
措
テ
他
二
得
ル
ノ
途
無
之
ト
存
候
…
…

中
国
大
陸
の
測
量
は
、
従
来
の
方
法
で
は
と
て
も
完
成
で
き
な
い
と
し
て
、
臨
時
に
新
組
織
を
編
成
し
、
戦
争
状
態
を
利
用
し
て
、
前
線
よ
り

も
後
方
の
地
域
の
大
規
模
な
測
量
を
計
画
し
た
わ
け
で
あ
る
。
こ
れ
は
す
ぐ
に
実
行
に
う
つ
さ
れ
、
そ
れ
ま
で
の
少
数
の
陸
軍
将
校
に
よ
る
、

簡
易
な
器
具
を
使
用
し
た
密
度
の
低
い
測
量
に
か
わ
っ
て
、
測
量
技
術
者
を
中
心
と
し
た
大
規
模
な
組
織
に
よ
る
、
平
板
測
量
を
主
と
し
た
面

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

的
測
量
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
同
様
の
組
織
は
、
日
露
戦
争
時
、
さ
ら
に
は
シ
ベ
リ
ア
出
兵
時
に
も
編
成
さ
れ
、
こ
れ
以
降
の
日
本
軍

に
よ
る
外
邦
測
量
を
特
徴
づ
け
て
い
く
。
ま
た
こ
れ
に
と
も
な
い
、
測
量
成
果
は
き
び
し
く
秘
密
に
さ
れ
、
測
量
者
の
地
理
学
雑
誌
へ
の
寄
稿

も
な
く
な
っ
た
。

　
本
稿
で
検
討
し
た
外
邦
測
量
を
、
こ
の
よ
う
な
プ
ロ
セ
ス
の
中
で
な
が
め
る
と
、
高
木
菊
三
郎
が
陸
軍
将
校
の
測
量
か
ら
二
〇
万
分
の
一
図

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

の
作
製
ま
で
を
、
「
第
二
期
　
實
測
（
整
備
）
時
代
」
で
は
な
く
「
第
一
期
　
準
備
（
編
纂
）
時
代
」
に
位
置
づ
け
て
い
る
の
は
、
適
切
で
は
な

い
こ
と
に
気
づ
く
。
こ
の
時
期
の
地
図
作
製
は
、
外
国
製
の
海
図
や
天
測
結
果
に
依
存
し
て
い
た
に
せ
よ
、
陸
軍
将
校
の
独
自
な
測
量
を
基
礎
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に
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
本
格
的
な

う
べ
き
段
階
を
つ
く
っ
た
の
で
あ
る
。

「
第
二
期
　
實
測
（
整
備
）
時
代
」
と
な
る
臨
時
測
図
部
以
後
に
対
し
、
「
初
期
実
測
時
代
」
と
で
も
い

初期外邦測量の展開と日清戦争（小林・渡辺・山近）

謝
辞
　
本
稿
が
で
き
る
ま
で
、
ア
メ
リ
カ
議
会
図
書
館
の
地
理
・
地
図
部
（
0
8
α
q
H
巷
ξ
p
巳
筈
巷
U
三
連
・
詳
膏
ご
び
襲
《
。
｛
○
自
α
q
お
ω
ω
）
お
よ
び
藤

代
真
苗
さ
ん
を
は
じ
め
と
す
る
日
本
人
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
な
ら
び
に
外
邦
図
研
究
会
の
皆
さ
ん
の
お
世
話
に
な
っ
た
。
ま
た
本
研
究
に
は
、
国
土
地
理
協

会
の
助
成
な
ら
び
に
科
学
研
究
費
、
基
盤
研
究
（
A
）
（
課
題
番
号
”
匹
卜
。
O
。
Q
O
O
刈
お
よ
び
一
8
0
0
8
り
）
を
使
用
し
た
。

①
高
木
は
、
「
…
…
本
図
は
近
代
地
図
に
比
較
す
れ
ば
そ
の
糖
度
を
欠
く
も
の
で

　
あ
る
…
…
扁
（
高
木
、
前
掲
は
じ
め
に
注
③
（
～
九
六
　
）
、
九
1
一
〇
頁
）
と
、

　
二
〇
万
分
の
一
図
を
近
代
地
図
と
し
て
い
な
い
。

②
こ
の
種
の
プ
ロ
セ
ス
は
、
他
に
も
広
く
み
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
チ
ベ
ッ
ト

　
に
お
け
る
秘
密
測
量
の
成
果
が
イ
ギ
リ
ス
の
地
理
学
雑
誌
に
掲
載
さ
れ
た
の
も
、

　
そ
の
一
環
と
考
え
ら
れ
る
。
薬
師
義
美
、
二
〇
〇
六
田
大
ヒ
マ
ラ
ヤ
探
検
史
！

　
イ
ン
ド
測
量
局
と
そ
の
密
偵
た
ち
輪
白
水
祉
。

③
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
資
料
、
「
F
り
臨
着
九
九
五
号
参
謀
本
部
御

　
用
取
扱
陸
軍
少
将
児
玉
源
太
郎
発
　
参
謀
総
長
熾
仁
親
王
宛
　
清
国
測
図
の
件
」
、

　
幻
Φ
轡
O
O
①
O
①
一
ト
。
心
心
H
O
O
。
藤
井
陸
地
測
量
部
長
の
提
案
書
（
一
〇
月
九
日
付
）

　
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

④
　
小
林
茂
、
二
〇
〇
九
、
『
外
邦
測
量
沿
革
史
　
草
稿
臨
解
説
、
小
林
茂
解
説

　
『
「
外
邦
測
量
沿
革
史
　
草
稿
扁
解
説
・
総
目
次
』
不
二
出
版
、
五
－
二
七
頁
。

⑤
高
木
、
上
掲
は
じ
め
に
注
③
（
一
九
九
二
）
、
三
一
七
i
三
二
二
頁
。

（
小
林
　
茂
　
大
阪
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
教
授
）

（
渡
辺
理
絵
　
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
（
P
D
）
）

（
山
近
久
美
子
　
防
衛
大
学
校
准
教
授
）
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The　Travel　and　Surveying　for　the　Preparation　of　Maps　in　East　Asia

　　　　　　　　　　by　Japanese　Army　Othcers　during　the　1880s

by

KoBAyAsHI　Shigeru，　WATANABE　Rie　and　YAMAcHII〈A　Kumiko

　　After　the　Meiji　Restoration　in　i868，　the　Japanese　military　stayted　the　prepara－

tion　of　maps　of　East　Asian　countries，　focusing　on　the　Korean　Peninsula　ar｝d　China．

The　Soleuryo　chizu　hyahanen－shi　（A　Hundred　Years　of　Surweying　and　MaP－mahing），

an　authoritative　history　of　the　modern　cartography　of　Japan　published　in　1970，

gives　a　brief　account　of　the　maps　that　were　compited　after　1874　on　tke　basis　of

traditional　Korean　and　Chinese　maps　in　combination　with　modern　charts　made　by

Western　countries．　However，　this　account　is　foilowed　by　a　descrtption　of　a　war－

t㎞esurvey　by　the　R蝉Sokuzu－bu（毛he　Provisional　Surveying　Unk）du血g　the

Sino－Japanese　War　（1894－5），　which　implies　it　was　the　furst　survey　conducted　in

foreign　countries．　A　remarkable　gap　between　the　map　compllation　of　early　stage

aRd　wartime　surveying　in　the　middle　of　the　1890s　is　seen　in　this　Rarrative．

　　Examining　the　maps　of　the　Geography　and　Map　Division　of　the　Library　of　Con－

gress，　Washngton，　D．C．　in　March　2008，　the　authors　found　numerous　draft　maps

of　the　areas　concemed，　which　had　been　prepared　by　Japanese　army　of且cers　du血g

the　1880s．　FoNowing　this　discovery，　the　authors　made　a　thorough　investigation　of

these　maps　along　with　a　study　of　the　records　on　the　travel　and　surveying　of　the

army　oracers．　The　purposes　of　this　paper　are　to　provide　an　outline　of　the　army

oKcers’　activities　and　to　ascertain　the　impoytant　features　of　the　maps．

　　After　the　establishment　of　the　GeReral　Staff　Othce　in　December，　1878，　several

Japanese　army　othcers　launched　a　survey　of　the　main　routes　in　the　coastal　provin－

ces　of　China．　They　took　bea血gs　wi毛h　compasses　and　measured　distances　by

pace，　aRd　the　results　were　recorded　oR　plotting　paper．　Most　of　the　draft　maps　are

middle　scale　（1：IOO，OOO　or　1：200，000）　and　describe　roads　and　waterways　that

co皿ect　central　places．　We　were　able　to　con㎞that　some　of§cers　carried　safe－

conduct　passes（護照）圭ssued　by　the　Cl血ese　authohties．　A　high－ranking　of最cer

wrote　in　an　article　contributed　to　The　RePorts　of　the　Tokyo　Geogrmphical　Society

that　Chinese　soldiers　dispatched　by　a　provincial　othce　escorted　him　from　Mukden

（SheRyang）　to　LiaoyaRg．

　　An　additional　clause　to　the　Japan－Korea　Amity　Treaty　（Kanghwa　Treaty），　con一
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c｝uded　after　the　Soldiers’　ruot　in　1882，　made　it　possible　for　Japanese　army　othcers

to　travel　throughout　Korean　tenitory，　rnost　of　which　had　been　closed　to　fore－

igners．　Under　the　escort　of　Korean　oeecials，　they　made　field　trips　on　the　courses

stated　in　the　safe－conduct　passes　issued　by　the　Korean　authorities，　and　produced

sirnllar　draft　maps　to　those　made　of　China．

　　Just　before　the　start　of　the　Sino－Japanese　War，　these　draft　maps　were　compiled

into　a　collection　of　131　sheets　on　a　1：200，000　scaie，　covering　areas　from　Korea　to

the　environs　of　Peking．　However，　the　longitude　and　latitude　and　£he　coastlme

shown　in　them　were　derived　from　foreign　sources，　especially　nautical　charts　made

by　Western　countrtes．　Blanl〈　space　between　the　rnain　routes　prevails　in　most

sheets．　These　maps　t］hat　show　little　more　than　the　youtes　between　major　places，

accordingly，　had　lirnited　use　on　the　battlefie｝ds　of　the　Sino－Japanese　War　and　sup－

plementary　maps　were　prepared　to　compensate　for　their　weaknesses．

　　　　　　　　　　On　the　Appearance　of　Taishan　Niangniang：

Rethinking　the　Origin　of　Bixia　Yuanjun　and　the　Growing　Popularity

　　　　　　　　　　　　　of　Her　Cult　during　．the　Ming　Dynasty

by

ISHINo　Kazuharu

　　Bixia　Yuanjun　（the　Primoydial　Sovereign　of　Azure　Cloud）　was　one　of　the　most

popular　dei£ies　in　late　imperial　China．　Her　temple　on　the　summit　of　Mount　Tai

attracted　a　large　number　of　pilgrims．　This　goddess　has　long　been　a　topic　of　special

interest　to　scholars　of　history　and　retigion　in　China，　but　recent　studies　have　mainly

focused　on　sources　from　the　17th　century　onward，　and　little　attention　has　been

given　to　tkose　from　the　16th　century　and　earlier．　For　that　reason，　some　previous

works　have　taken　the　claims　of　sources　compiled　during　late－Ming　period　as　his－

torical　fact，　and　uncritically　accepted　the　theory　that　this　deity　appeared　as　the

daughter　of　the　God　of　Mount　Tai　du血g　the　Song　Dynasty．　Therefore　the　ques－

tions　of　the　nature　of　Bixia　Yuanjun　and　when　her　cult　became　popular　remain　un－

settled．

　　The　central　pui’pose　of　this　study　is　to　review　all　tlie　source　materials　written

about　Bixia　Yuanjun　before　the　late－Ming　period　and　to　explore　the　otGgin　of　Bixia

Yuanjun．　Secondary　purposes　are　to　grasp　late－rVling　literati　perceptions　of　Bixia

Yuanjun　and　dernonstrate　the　gap　between　the　Bixia　Yuanjun　of　written　historical
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